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住
ん
で
み
た
い
住
み
続
け
た
い
ま
ち
へ

朝
来
市
の
定
住
支
援
制
度

市
は
ỏ人
口
の
増
加
と
定
住
促
進
を
目
的
に
ỏ

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
Ố

人
口
の
減
少
と
そ
の
対
策
は
朝
来
市
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
ỏそ
の
解
決
・

軽
減
の
た
め
に
ỏ若
者
世
代
を
中
心
と
す
る
定
住
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
Ố

若
者
世
代
の
定
住
に
は
ỏ働
く
場
所ủ
職
Ứや
住
む
場
所ủ
住
Ứの
充
実
が
必
要
で
す
Ố

こ
こ
で
は
ỏủ
住
Ứの
部
分
に
焦
点
を
あ
て
た
市
の
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
Ố

今
年
度
か
ら
は
ỏ新
制
度
の
発
足
ỏ既
存
の
制
度
の
改
正
に
よ
ỳ
て
ỏよ
り
充
実
し

た
内
容
と
な
ỳ
て
い
ま
す
Ốこ
れ
ら
の
制
度
に
よ
ỳ
て
ỏ市
内
出
身
者
の
Ｕ
タ
ồ
ン
や
市

外
か
ら
の
Ｉ
・
タ
ồ
ン
が
増
え
ỏ朝
来
市
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
Ố

各
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
ỏあ
さ
ご
暮
ら
し
応
援
課ở
☎ớ
６
７
２
Ờ１
４
９
２
Ỡ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

各
制
度
の
ご
紹
介

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

住
宅
取
得
等
応
援
事
業ớ
新
制
度
Ờ

若
者
世
代
等
の
市
外
か
ら
の
転
入
促

進
・
転
出
抑
制
を
図
る
た
め
ỏ住
宅
取
得

費
用
や
賃
貸
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

新
制
度
で
す
Ố

ừ
住
宅
取
得
の
場
合
Ử

◆
補
助
対
象
者

平
成
２８
年
４
月
１
日
以
降
に
市
内
で
住

宅
を
取
得
し
ỏ次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
Ố

◎
市
外
か
ら
の
転
入
者

◎
４０
歳
未
満
の
人

◎
義
務
教
育
終
了
前
の
子
ど
も
が
い
る
人

※
平
成
２８
年
３
月

２８

３１
日
ま
で
に
住
宅
を
取

得
し
た
ỏ賃
貸
住
宅
に
入
居
し
た
人
は
ỏ

旧
制
度ớ
ま
ち
づ
く
り
定
住
促
進
事
業

等
Ờの
対
象
と
な
り
ま
す
Ốớ
昨
年
の
広
報

１２
月
号
に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
Ờ

◆
補
助
対
象
外

◎
世
帯
の
所
得
合
計
額
が
１
千
２
０
０

万
円
以
上
の
人

◎
す
で
に
市
内
に
住
宅
を
所
有
し
て
い
る

人
が
取
得
す
る
場
合

◆
補
助
期
間

平
成
３２
年
３
月

３２

３１
日
ま
で

ớ
１
回
限
り
Ờ

◆
補
助
金
額

◎
基
本
補
助
額

住
宅
取
得
額
の
４
％ớ
最
大
４０
万
円
Ờ

◎
加
算
額

▽
市
内
事
業
者
に
よ
る
新
築
の
場
合

ớ
最
大
１０
万
円
Ờ

▽
市
外
か
ら
の
転
入
者
の
場
合

ớ
最
大
２０
万
円
Ờ

▽
多
世
代
同
居
等
の
場
合

ớ
最
大
２０
万
円
Ờ

◆
申
請
時
期

居
住
開
始
か
ら
１
年
経
過
し
た
最
初
の

１
月
１
日
か
ら
１
か
月
間

ừ
家
賃
補
助
の
場
合
Ử

◆
補
助
対
象
者

平
成
２８
年
４
月
１
日
以
降
に
市
内
で

賃
貸
住
宅
に
入
居
し
た
ỏ市
外
か
ら
の
転

入
者
ま
た
は
新
婚
世
帯

◆
補
助
対
象
外

◎
世
帯
の
所
得
合
計
額
が
５
０
０
万
円

以
上
の
人

◎
家
賃
月
額
が
５
万
円
未
満
の
場
合

◎
単
身
者
が
入
居
し
て
い
る
住
宅

◆
補
助
期
間

２
年
以
内

◆
補
助
金
額

家
賃
月
額
に
応
じ
て
年
額
で
最
大
６
万
円

◆
申
請
時
期

居
住
開
始
か
ら
１
年
経
過
し
た
最
初
の

１
月
１
日
か
ら
１
か
月
間

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

空
き
家
活
用
促
進
事
業

市
内
に
あ
る
空
き
家
の
改
修
費
用
を
支

援
し
ỏＵ
・
Ｉ
タ
ồ
ン
を
進
め
る
制
度
で
す
Ố

◆
補
助
対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
Ố

①

建
築
後
１０
年
以
上
の
空
き
家
を
取

得
す
る
転
入
者
ỏま
た
は
ỏ婚
姻
に
よ

る
新
世
帯

②

①
の
世
帯
に
空
き
家
を
賃
貸
す
る

所
有
者

◆
補
助
金
額

改
修
費
用
の
５０
％ớ
最
大

５０

６０
万
円
Ờ

※
た
だ
し
市
内
事
業
者
に
改
修
を
依
頼
す

る
場
合
は
最
大
１０
万
円
の
加
算
が
あ
り

ま
す

◆
申
請
時
期

随
時ớ
工
事
着
工
前
Ờ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

多
世
代
同
居
等
住
み
替
え
支
援
事
業

多
世
代
同
居
等
を
す
る
た
め
の
市
外
か

ら
の
引
ỳ
越
し
費
用
等
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
で
す
Ố

◆
補
助
対
象
者

親
世
帯
ま
た
は
子
世
帯
の
世
帯
員
が
ỏ

市
に
３
年
以
上
住
民
登
録
し
ỏか
つ
ỏ
居
住

し
て
い
る
人

◆
補
助
対
象
外

引
ỳ
越
し
業
者
以
外
に
委
託
し
た
費
用

◆
補
助
金
額

補
助
対
象
費
用
の
５０
％ớ
最
大

５０

１０
万
円
Ờ

◆
申
請
時
期

随
時ớ
引
ỳ
越
し
前

か
つ
住
民
票
を
移

動
す
る
前
Ờ

このような取り組みが評価を

受け、２０１６「住みたい田舎」ベ

ストランキングで、全国総合第

１位を獲得しました。

（宝島社「田舎暮らしの本」認定）
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

多
世
代
同
居
等
住
宅
リ
フ
Ỽ
ồ
ム
支
援
事
業

市
外
か
ら
の
Ｕ
タ
ồ
ン
な
ど
に
よ
る

多
世
代
同
居
等
に
伴
う
リ
フ
Ỽ
ồ
ム
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
Ố

◆
補
助
対
象
者

自
己
所
有
の
住
居
を
ỏ親
世
帯
ま
た

は
子
世
帯
と
の
同
居
等
を
す
る
た
め
に

市
内
事
業
者
に
依
頼
し
て
リ
フ
Ỽ
ồ
ム

を
す
る
人

◆
補
助
対
象
外

補
助
対
象
費
用
を
他
の
公
的
制
度
の

補
助
対
象
と
し
て
申
請
し
て
い
る
場
合

◆
補
助
金
額

補
助
対
象
工
事
に
か
か
る
経
費
の
２０
％

ớ
最
大
２０
万
円
Ờ

◆
申
請
時
期

随
時
ớ
引
ỳ
越
し
前

か
つ
住
民
票
を
移

動
す
る
前
Ờ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

若
者
遠
距
離
通
勤
者
支
援
事
業

若
者
遠
距
離
通
勤
者
の
安
定
し
た
就

労
を
支
援
す
る
こ
と
で
ỏ若
者
世
代
の

市
外
か
ら
の
転
入
を
促
進
す
る
制
度
で

す
Ố

◆
補
助
対
象
者

市
内
の
住
居
か
ら
勤
務
地
ま
で
片

道
３０３０
km
以
上
の
路
程
を
通
勤
す
る
年

齢
４０
年
未
満
で
ỏ
転
入
者
ま
た
は
新
卒

者
の
人

◆
補
助
期
間

３
年
以
内

◆
補
助
金
額

通
勤
距
離
に
応
じ
て

月
額
５
千
円
Ỗ
１
万
５
千
円

◆
申
請
時
期

毎
年
１
月
１
日
以
降
１
か
月
間

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

未
婚
男
女
交
流
支
援
事
業

未
婚
の
男
女
の
出
会
い
の
場
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
補

助
す
る
制
度
で
す
Ố

◆
補
助
対
象
者

未
婚
男
女
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
や
交
流

促
進
の
た
め
の
事
業
を
行
う
公
共
的
団
体
等

◆
補
助
対
象
外

事
業
の
参
加
者
が
１０
人
未
満
の
場
合
や
ỏ

参
加
者
の
う
ち
市
内
在
住
者
や
在
勤
者
の

割
合
が
３
分
の
１
未
満
の
場
合

◆
補
助
金
額

参
加
人
数
に
応
じ
て
ỏ助
成
対
象
経
費
を

補
助ớ
最
大
４０
万
円
Ờ

◆
申
請
時
期

随
時ớ
事
業
実
施
前
Ờ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

移
住
推
進
支
援
事
業

公
共
的
団
体
が
実
施
す
る
市
へ
の
移
住

促
進
を
目
的
と
し
た
事
業
に
対
し
て
ỏ事

業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
Ố

◆
補
助
対
象
者

移
住
を
勧
奨
す
る
事
業
を
行
う
行
政

区
や
地
域
自
治
協
議
会
ỏま
た
は
ỏそ
の
他

の
非
営
利
団
体

◆
補
助
対
象
外

◎
施
設
の
整
備
に
か
か
る
費
用

◎
営
利
団
体
に
よ
る
事
業
の
場
合

◆
補
助
金
額

補
助
対
象
経
費ớ
最
大
３０
万
円
Ờ

◆
申
請
時
期

随
時ớ
事
業
実
施
前
Ờ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

空
き
家
バ
ン
ク

市
内
に
空
き
家
を
所
有
し
ỏそ
の
運
用
を

考
え
て
い
る
人
と
ỏ空
き
家
を
購
入
・
賃
貸
し

た
い
人
と
の
マ
ỽ
チ
ン
グ
を
図
る
制
度
で
す
Ố

売
ỳ
て
も
い
い
空
き

家
ỏ貸
し
て
も
い
い
空

き
家
ỏ譲
り
た
い
空
き

家
な
ど
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
ỏあ
さ
ご

暮
ら
し
応
援
課
ỏま

た
は
各
地
域
振
興
課

ま
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

◆
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ

http://w
w
w
.a
sa
g
o�a
kiya
b
a
nk.jp/

＊

＊

＊

ừ
兵
庫
県
の
支
援
事
業
Ử

県
で
も
ỏ空
き
家
の
活
用
を
促
進
す
る
た

め
の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
Ố紹
介
し
て
い
ま

す
市
の
制
度
と
の
併
用
が
可
能
な
場
合
も

あ
り
ま
す
Ố詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
Ố

◆
兵
庫
県
空
き
家
活
用
支
援
事
業

○
対
象
地
域

市
内
全
域

○
対
象
住
宅

空
き
家
期
間
が
お
お
む
ね
６
か
月
以
上

の
一
戸
建
て
住
宅

○
対
象
者

空
き
家
を
改
修
し
ỏ住
宅
や
事
業
所
ỏ

地
域
交
流
拠
点
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す

る
人

○
対
象
経
費

空
き
家
の
機
能
回
復
ỏ設
備
改
善
に
か
か

る
改
修
工
事
費
等

○
補
助
金
額

①
住
宅
・
事
業
所

最
大
１
０
０
万
円ớ
補
助
率
１
／
３
Ờ

ớ
別
途
移
転
費
最
大
１０
万
円
Ờ

②
地
域
交
流
拠
点

最
大
５
０
０
万
円ớ
補
助
率
１
／
２
Ờ

○
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
住
宅
政
策
課

☎
０
７
８ớ
３
６
２
Ờ３
５
８
３

■問い合わせ先

あさご暮らし応援課☎（６７２）１４９２ あさご暮らしホームページ Facebookページ「あさご暮らし。」

teijuu@city.asago.hyogo.jp http://www.city.asago.hyogo.jp/cp/ https://www.facebook.com/asago.city.teijuu
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朝
来
市
医
療
の
中
心
と
な
る
施
設

５
月
１
日
の
開
院
を
控
え
行
わ
れ
た
記
念
式
典
に
は
ỏ関
係
者
な
ど

約
１
０
０
人
が
出
席
Ố正
面
玄
関
前
で
の
テ
ồ
プ
カ
ỽ
ト
に
続
き
ỏ式
典

の
会
場
と
な
ỳ
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ồ
ル
で
ỏ朝
来
市
少
年
少
女
オ
ồ
ケ
ス

ト
ラ
の
団
員
１１
人
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
完
成
を
祝
い
ま
し
た
Ốま
た
ỏ

公
立
豊
岡
病
院
組
合
の
井
上
鉄
也
管
理
者
がủ
住
民
が
安
心
し
て
暮

い

の

う

え

て

つ

や

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
病
院
に
し
た
い
ỐỨと
謝
辞
を
述
べ
ỏ

多
次
勝
昭
市
長
がủἔ
わ
が
ま
ち
の
病
院
ἕと
し
て
ỏ朝
来
市
の
医
療
の
中

た

じ

か

つ

あ

き

心
を
担
う
こ
と
に
期
待
し
ま
す
ỐỨと
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
Ố当
日
は
ỏ市
民

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
内
覧
会
も
行
わ
れ
ỏさ
ỳ
そ
く
完
成
し
た
新
病

院
を
見
学
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
Ố

新
し
く
開
院
し
た
ỏủ
公
立
豊
岡
病
院
組
合
立
朝
来
医
療
セ
ン

タ
ồ
Ứは
ỏこ
れ
ま
で
市
内
に
あ
ỳ
た
ỏ公
立
豊
岡
病
院
組
合
立
の
梁
瀬
・

和
田
山
医
療
セ
ン
タ
ồ
を
移
転
・
統
合
し
た
も
の
Ố両
医
療
セ
ン
タ
ồ
は
ỏ

長
年
に
わ
た
り
地
域
を
支
え
る
中
心
的
な
医
療
施
設
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
が
ỏ施
設
の
老
朽
化
や
近
年
の
医
師
不
足
に
よ
る
診
療
科

目
の
縮
小
と
い
ỳ
た
問
題
が
あ
り
ま
し
た
Ố

こ
れ
ら
を
受
け
ỏ公
立
豊
岡
病
院
組
合
で
は
ỏ平
成
２２
年
度
にủ
梁

瀬
・
和
田
山
医
療
セ
ン
タ
ồ
連
携
検
討
会
議
Ứを
設
置
し
ỏ基
本
構
想
・

基
本
計
画
を
策
定
Ố両
医
療
セ
ン
タ
ồ
の
施
設
を
統
合
し
新
病
院
を
建

設
す
る
こ
と
と
し
ỏ昨
年
２
月
か
ら
は
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
Ố

施
設
は
ỏ鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ồ
ト
地
上
４
階
建
て
の
耐
震
構
造
ỏ建
築
面

積
６
千
３
８
２

㎡
ỏ延
べ
床
面
積
１
万
３
千
８
３
２

㎡
で
ỏ総
事
業

費
は
約
６６
億
４
千
万
円
Ố病
床
数
は
１
５
０
床
で
将
来
は
１
８
０
床

を
計
画
し
て
い
ま
す
Ố診
療
科
は
ỏ入
院
に
は
ỏ内
科
ỏ外
科
ỏ整
形
外
科
ỏ

療
養
が
ỏ５
月
９
日
か
ら
診
察
が
始
ま
る
外
来
に
は
ỏ内
科ớ
総
合
診

療
科
Ờỏ消
化
器
内
科
ỏ循
環
器
内
科
ỏリ
ウ
マ
チ
科
ỏ外
科
ỏ整
形
外
科
ỏ

心
臓
血
管
外
科
ỏ皮
膚
科
ỏ泌
尿
器
科
ỏリ
ハ
ビ
リ
科
ỏ放
射
線
科
が
置

か
れ
て
い
ま
す
Ố自
然
光
を
採
り
入
れ
た
明
る
く
広
い
診
察
・
待
合
エ
リ

ア
を
持
ち
ỏＣ
Ｔớ
コ
ン
ピ
ỿ
ồ
タ
ồ
断
層
撮
影
装
置
Ờや
デ
ジ
タ
ル
乳
房

エ
ỽ
ク
ス
線
撮
影
装
置
を
は
じ
め
医
療
機
器
を
充
実
ỏ将
来
的
に
は
Ｍ

Ｒ
Ｉớ
磁
気
共
鳴
画
像
装
置
Ờが
設
置
で
き
る
ス
ペ
ồ
ス
も
確
保
さ
れ
て

い
ま
す
Ốま
た
ỏ路
線
バ
ス
が
発
着
す
る
バ
ス
停
が
正
面
玄
関
前
に
設
置

さ
れ
た
ほ
か
ỏ約
２
３
０
台
分
の
駐
車
場
ỏド
ク
タ
ồ
ヘ
リ
の
離
着
陸
が

で
き
る
ヘ
リ
ポ
ồ
ト
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
Ố

隣
接
地
に
３
月
に
完
成
し
た
朝
来
市
保
健
セ
ン
タ
ồ
・
南
但
休
日
診

療
所
を
は
じ
め
ỏ地
域
の
診
療
所
な
ど
と
の
連
携
も
深
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
Ố

公公
立
豊
岡
病
院
組
合

公
立
豊
岡
病
院
組
合
立立

朝
来
医
療
セ
ン
タ

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ồồ
が
完
成

が
完
成

４月２４日４月２４日、、朝来市と豊岡市で構成する公朝来市と豊岡市で構成する公立立

豊岡病院組合が整備を進めてきた「朝来医療豊岡病院組合が整備を進めてきた「朝来医療セセ

ンター」の開院記念式典が行われましたンター」の開院記念式典が行われました。。

同センターは、梁瀬・和田山医療センターの同センターは、梁瀬・和田山医療センターの機機

能を集約し、医療環境の充実を図ることを目的能を集約し、医療環境の充実を図ることを目的にに

整備が進められてきました。朝来市の中核病院整備が進められてきました。朝来市の中核病院とと

して大きな期待が寄せられていますして大きな期待が寄せられています。。開院を記念して行われた代表者によるテープカット

■
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ồ

☎ớ
６
７
２
Ờ３
９
９
９

設備も一新しています（ＣＴ）

開院時には１５０床でスタート 病院北側に設置されたヘリポート

施設内は明るく開放的に
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来
市
の
シ
テ
ỹ
プ
ロ
モ
ồ
シ
ἀ
ン
戦
略
・
プ
ロ
モ
ồ
シ
ἀ
ン
映
像

朝朝朝市
は
ỏ地
域
の
魅
力
を
積
極
的
に
発

信
す
る
取
り
組
み
を
ま
と
め
たủ
朝
来

市
シ
テ
ỹ
プ
ロ
モ
ồ
シ
ἀ
ン
戦
略
Ứを
策

定
し
ま
し
た
Ố

こ
の
戦
略
は
ỏ少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
進
む
な
か
ỏ朝
来
市
の
未
来
を

担
う
世
代
を
対
象
に
ỏ自
ら
の
ま
ち
に

対
す
る
誇
り
や
愛
着ớ
シ
ビ
ỽ
ク
プ
ラ
イ

ド
Ờを
醸
成
し
ỏ新
た
な
ま
ち
の
フ
Ỹ
ン
や

担
い
手
を
増
や
し
ỏ市
の
定
住
促
進
・
交

流
人
口
の
拡
大
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
Ố朝
来
市
第

２
次
総
合
計
画
で
掲
げ
た
将
来
像ủ
あ

な
た
が
好
き
な
ま
ち
・
朝
来
市
Ứの
実
現

へ
向
け
ỏ平
成
２６
年
８
月
か
ら
ỏủ
朝
来

市
シ
テ
ỹ
プ
ロ
モ
ồ
シ
ἀ
ン
推
進
会
議
Ứ

が
中
心
と
な
ỳ
て
ỏ策
定
を
進
め
て
き
ま

し
た
Ố

第
２
次
総
合
計
画
に
あ
わ
せ
平
成

３３
年
ま
で
を
実
施
期
間
と
し
ỏ今
年
度

か
ら
取
り
組
み
を
開
始
Ố２
年
ご
と
に

３
つ
の
段
階
に
分
け
ỏ市
民
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
がủ
ま
ち
を
好
き
だ
Ứと
い
う

気
持
ち
に
気
づ
き
ỏ体
感
し
ỏ活
動
を

起
こ
し
発
信
し
て
い
く
ま
で
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
Ố

今
後
ỏ市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
が

一
体
と
な
ỳ
て
ỏ若
い
世
代
へ
の
情
報
発

信
を
進
め
ỏ魅
力
あ
る
人
づ
く
り
ỏ地
域

の
受
け
入
れ
態
勢
の
構
築
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
Ố

計
画
に
つ
い
て
詳
し
く
は
ỏ市
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
Ố

ま
た
ỏ市
はủ
朝
来
市
シ
テ
ỹ
プ
ロ
モ
ồ

シ
ἀ
ン
戦
略
Ứの
一
環
と
し
て
ỏ映
像
を
通

じ
て
ỏ市
内
外
の
皆
さ
ん
に
市
の
魅
力
を

ア
ピ
ồ
ル
す
る
こ
と
を
目
的
にủ
朝
来
市

プ
ロ
モ
ồ
シ
ἀ
ン
映
像
Ứを
制
作
し
ま
し
た
Ố

映
像
は
ỏま
ち
へ
の
愛
着
や
誇
り
を

高
め
ỏ魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
たủ
シ
ビ
ỽ
ク
プ
ラ
イ
ド
編
Ứỏ観

光
客
の
誘
致
を
目
指
すủ
観
光
編
Ứỏ

朝
来
市
へ
の
企
業
誘
致
や
個
人
の
起
業

を
う
な
が
すủ
企
業
誘
致
編
・
個
人
起

業
編
Ứの
３
分
野
で
制
作
Ố
現
在
ỏあ
さ

ぶ
ら
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
を
通
じ
て
見
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
Ố

ớh
ttp
s://w
w
w
.asab

u
ra.jp/n

ew
s/1
8
8
1

Ờ

義援金を受け付けます
市は、被災した皆さんの支援を目的に、義援金を受け付け

ています。
◆義援金の名称 朝来市「平成28年熊本地震災害義援金」
◆期間 6月30日（木）まで（予定）
◆時間 午前８時30分～午後５時

（土・日・祝日を除く・市施設は休館日を除く）
◆受付方法
【募金箱】
募金箱の設置場所…朝来市役所、各支所、市主要施設等

【現金持参】
受付窓口…朝来市役所（会計課）と各支所（地域振興課）
※領収書を必要とする人・税法上の優遇措置（特定寄附控除）を受ける人

【口座振込】
日本赤十字社が開設する口座に直接振り込みをお願いします。
◎三井住友銀行すずらん支店 普通2787530
◎三菱東京ＵＦＪ銀行やまびこ支店 普通2105525
◎みずほ銀行クヌギ支店 普通0620308

口座名はいずれも日本赤十字社です。ほかにも口座があります。
日本赤十字社のホームページでご確認ください。
◆その他 この義援金は、税法上の優遇措置（特定寄附控除）
の対象となります。
◆問い合わせ先 会計課☎（672）6128

本
地
震
の
被
災
地
を
支
援

熊熊熊熊
本
県
や
大
分
県
を
中
心
と
す
る
４

月
１４
日
か
ら
の
地
震
で
は
ỏ前
震
・
本
震

で
最
大
震
度
７
を
２
度
記
録
す
る
な
ど
ỏ

特
に
熊
本
県
内
で
大
き
な
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
Ố

朝
来
市
で
は
ỏ熊
本
県
益
城
町
で
避

ま

し

き

難
所
運
営
に
あ
た
る
職
員
２
人
を
派
遣

し
た
の
を
は
じ
め
ỏ支
援
物
資
の
提
供
ỏ

市
の
主
な
施
設
に
募
金
箱
を
設
置
し
義

援
金
を
受
け
付
け
るớ
左
に
詳
細
Ờな
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
Ố

ま
た
ỏ１６
日
に
は
ỏ南
但
消
防
本
部

ớ
枚
田
Ờで
ỏ兵
庫
県
の
緊
急
消
防
援
助

隊
に
参
加
し
ỏ救
急
や
後
方
支
援
に
あ

た
る
ỏ南
但
・
豊
岡
市
の
両
消
防
本
部
の

隊
員
１３
人
の
出
発
式
が
行
わ
れ
る
な
ど
ỏ

但
馬
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
か
ら
の
支
援

が
進
ん
で
い
ま
す
Ố

朝来市からは職員２人を派遣（４月２６日撮影）

ứ
シ
ビ
ỽ
ク
プ
ラ
イ
ド
編
Ừの
映
像
か
ら
Ốシ

テ
ỹ
プ
ロ
モ
ồ
シ
ἀ
ン
の
キ
Ỿ
ỽ
チ
フ
レ
ồ
ズ

ủA
S
A
G
O
iN
G

Ứを
掲
げ
る
子
ど
も
た
ち
Ố
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４
月
１４
日
午
後
９
時

１４

２６
分
ỏ熊

本
県
を
中
心
と
す
る
九
州
・
四
国
地

方
を
襲
ỳ
た
巨
大
地
震
で
は
ỏ今
な
お

そ
の
余
波
が
続
い
て
い
ま
す
Ố多
く
の

人
々
が
大
切
な
人
・
財
産
・
風
景
・
誇

り
を
失
い
傷
つ
け
ら
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
ỏ本
災
害
の
特
性
ゆ
え
に
支

援
が
十
分
に
行
き
届
か
な
い
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
Ố文
化
財
に
つ
い
て
も
ỏ

熊
本
県
と
聞
い
て
真
ỳ
先
に
思
い
浮

か
ぶ
熊
本
城
や
阿
蘇
神
社
を
は
じ
め
ỏ

あ

そ

多
く
の
文
化
財
が
傷
つ
い
て
い
ま
す
Ố

こ
れ
ら
歴
史
文
化
遺
産
の
修
復
・

復
興
は
現
地
の
人
々
の
生
活
が
担
保

さ
れ
た
う
え
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
ỏ非
常
に
大
切
な
作
業
で

す
Ốそ
れ
は
ỏ歴
史
文
化
遺
産
が
自

分
の
居
住
地
域
を
広
く
知
ỳ
て
も
ら

う
た
め
の
キ
ồ
ワ
ồ
ド
で
あ
りủ
誇
る

べ
き
も
の
Ứと
な
ỳ
て
い
る
か
ら
で
す
Ố朝

来
市
に
と
ỳ
て
ỏ竹
田
城
跡
や
生
野

鉱
山ớ
鉱
石
の
道
Ờな
ど
は
そ
の
代
表

と
い
え
ま
す
Ốし
か
し
ỏ私
た
ち
が
地

域
の
歴
史
文
化
遺
産
を
大
い
に
誇
れ

る
根
底
に
は
ỏ市
内
に
存
在
す
る
多

く
の
歴
史
文
化
遺
産
が
時
に
は
人
の

手
に
よ
ỳ
て
ỏ経
年
変
化
に
よ
る
劣
化

や
自
然
災
害
か
ら
守
ら
れ
て
い
る
と

い
う
事
実
が
あ
る
の
で
す
Ố今
回
は
ỏ

こ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
Ố例

え
ば
ỏ経
年
変
化
か
ら
守
ら
れ

て
い
る
歴
史
文
化
遺
産
に
は
八
代
の

大
ケ
ヤ
キớ
八
代

足
鹿
神
社
境
内
Ờ

あ

し

か

や
大
将
軍
ス
ギớ
和
田
山
町
藤
和
Ờ

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
Ốそ
れ
ぞ
れ
ỏ

空
洞
化
し
た
内
部
か
ら
の
倒
木
・
枯

死
を
防
ぐ
た
め
の
保
護
措
置
を
と
る

こ
と
で
経
年
変
化
だ
け
で
な
く
ỏ強
い

雨
風
か
ら
も
守
ら
れ
て
い
ま
す
Ố

ま
た
ỏ実
際
の
自
然
災
害
か
ら
救

わ
れ
た
歴
史
文
化
遺
産
に
は
ỏ羽
渕

鋳
鉄
橋
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
Ỷ
う
Ốも

と
は
神
子
畑
鉱
山
と
生
野
製
錬
所

を
つ
な
ぐ
馬
車
道
の
ỏ田
路
川
と
円

山
川
の
合
流
点
に
か
け
ら
れ
て
い
た

橋
で
し
た
が
ỏ平
成
２
年ớ
１
９
９

０
Ờの
台
風
１９
号
に
よ
ỳ
て
現
地
で
の

保
存
が
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
Ố日

市市市政政フラッシフラッシュュ

第102回

誇誇るべきものへの厄誇るべきものへの厄災災

広報朝朝朝来来来

の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
安
全
キ
Ỿ
ン
ペ
ồ
ン

春春春市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
は
ỏ４

月
６
日
ỏ市
内
２
か
所
で
ỏ交
通
安
全

キ
Ỿ
ン
ペ
ồ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
Ố

こ
れ
は
ỏ４
月
６
日
か
ら
１５
日
に
か

け
て
展
開
さ
れ
たủ
全
国
春
の
交
通
安

全
運
動
Ứに
ち
な
ん
で
取
り
組
ん
だ
も
の
Ố

運
動
の
初
日
に
行
う
こ
と
で
ỏ交
通
安

全
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
Ố

そ
の
う
ち
ỏ竹
田
の
国
道
３
１
２
号

で
は
ỏ朝
来
警
察
署
ỏ朝
来
防
犯
協
会
ỏ

朝
来
市
交
通
安
全
協
会
ỏ和
田
山
・
山

東
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ỏ和
田
山
高

校
の
皆
さ
ん
な
ど
約
３０
人
が
参
加
Ố自

動
車
で
通
り
か
か
ỳ
た
運
転
手
の
皆
さ

ん
へ
ỏチ
ラ
シ
な
ど
を
手
渡
しủ
交
通
事

故
に
気
を
つ
け
て
Ứủ
安
全
運
転
を
お
願

い
し
ま
す
Ứな
ど
と
呼
び
か
け
ま
し
た
Ố交通事故のない朝来市を目指して

民
の
安
全
・
安
心
を
誓
う

朝
来
市
消
防
大
会

市市市市
と
市
消
防
団
は
ỏ４
月
３
日
ỏủ
平

成
２８
年
度
朝
来
市
消
防
大
会
Ứを
和
田

山
ジ
ỿ
ピ
タ
ồ
ホ
ồ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
Ố

当
日
は
ỏ消
防
団
員
や
関
係
者
な
ど

約
６
０
０
人
を
前
に
ỏは
じ
め
に
ỏア
ト

ラ
ク
シ
ἀ
ン
と
し
て
朝
来
市
消
防
団
女
性

団
員
１１
人
に
よ
る
和
太
鼓ủ
豊
年
太
鼓
Ứ

の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
Ố

続
い
て
の
式
で
は
ỏ活
動
中
に
殉
職
し

た
消
防
人
へ
の
黙
祷
ỏ団
員
任
命
ỏ表
彰

と
う

状
・
感
謝
状
の
授
与
・
伝
達
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
Ố団
員
任
命
で
は
ỏ６４
人
が
消

防
団
員
と
し
て
の
任
命
を
受
け
ỏ朝
来
支

団
第
２
分
団
の
中
島

な
か
し
ま

一
寿
さ
んớ
物
部

か
ず
と
し

区
Ờが
代
表
し
て
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
Ố

ま
た
ỏ新
し
く
就
任
し
た
尾
⃻

お

ざ

き

義
治
団

よ
し
は
る

長
が
ỏủ
消
防
団
発
展
の
た
め
力
を
尽
く
し

て
ほ
し
い
Ứと
訓
示
を
行
い
ま
し
た
Ố

宣誓を行う新入団員代表の中島さん



本
の
近
代
化
を
支
え
た
重
要
な
遺
産
ỏ

か
つ
地
域
の
誇
り
で
あ
ỳ
た
こ
の
鋳
鉄

橋
を
守
る
た
め
ỏ平
成
４
年ớ
１
９

９
２
Ờか
ら
４
年
間
を
費
や
し
て
解

体
・
移
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
Ố現
在
は

元
の
位
置
か
ら
ほ
ど
近
い
ỏ山
口
護

国
神
社
前
の
円
山
川
沿
い
に
整
備

復
元
さ
れ
ỏ道
行
く
人
々
にủ
鉱
石
の

道
Ứへ
の
関
心
を
抱
く
き
ỳ
か
け
を
提

示
し
て
い
ま
す
Ố

こ
の
よ
う
に
ỏ朝
来
市
の
誇
り
で
あ

る
歴
史
文
化
遺
産
は
ỏ地
域
の
皆
さ

ん
や
専
門
家
の
手
に
よ
ỳ
て
姿
や
場

所
を
変
え
な
が
ら
守
ら
れ
ỏ静
か
に

地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
し
て
い

ま
す
Ốし
か
し
ỏこ
の
よ
う
な
事
例
は
と

て
も
幸
運
な
こ
と
で
ỏ先
述
し
た
阿
蘇

神
社
も
今
回
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
と

同
様
ỏ一
度
失
ỳ
た
も
の
を
完
全
に
以

前
の
姿
の
ま
ま
に
取
り
戻
す
こ
と
は

出
来
な
い
の
で
す
Ố心
の
中
に
根
付
い

て
し
ま
ỳ
た
悲
し
み
や
傷
つ
け
ら
れ
た

誇
り
も
ỏ完
全
に
は
癒
え
な
い
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
Ốそ
れ
で
も
ỏ一
日
も
早

く
一
連
の
震
災
が
終
息
し
ỏ被
災
地

の
皆
さ
ま
が
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

し
ỏ数
十
年
の
年
月
を
か
け
て
修
復

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
地
域
の
歴
史
文
化

遺
産
と
ỏそ
こ
に
住
ま
う
自
分
自
身

を
大
い
に
誇
る
こ
と
の
出
来
る
時
が

訪
れ
る
こ
と
を
願
ỳ
て
や
み
ま
せ
ん
Ố

ớ
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
Ờ

ừ
写
真
Ử

ủ
八
代
の
大
ケ
ヤ
キ
Ứớ
左
上
・
国
指
定
重
要
文
化
財
Ờ

ủ
羽
渕
鋳
鉄
橋
Ứớ
右
上
・
兵
庫
県
指
定
文
化
財
Ờ

ừ
参
考
写
真
Ử

在
り
し
日
のủ
阿
蘇
神
社
楼
門
Ứ

ớ
下
・
国
指
定
重
要
文
化
財

熊
本
県
阿
蘇
市
Ờ

平平成２８年５月平成２８年５月号号7

平
成
２７
年
度ớ
平
成

２７

２７
年
４
月
１

日
Ỗ
２８
年
３
月

２８

３１
日
Ờの
竹
田
城
跡
の

入
城
者
数
は
ỏ４１
万
６
千
８
人
で
し
た
Ố

過
去
最
高
と
な
ỳ
た
平
成
２６
年
度

の
５８
万
２
千
２
８
２
人
と
比
較
す
る

と
２８
・
６

ἑ

減
少
し
て
い
ま
す
Ố減
少

の
多
く
を
占
め
る
の
は
ỏツ
ア
ồ
バ
ス
な

ど
を
利
用
す
る
団
体
客
で
約
２４
万
人

か
ら
１１
万
人
へ
と
半
減
Ố一
方
ỏ個
人

客
は
ỏ約
２７
万
１
千
人
か
ら

２７

２６
万
５

千
人
へ
と
減
少
は
小
幅
に
と
ど
ま
ỳ
て

い
ま
す
Ố

ま
た
ỏ大
手
飲
料
メ
ồ
カ
ồ
の
缶

コ
ồ
ヒ
ồ
Ｃ
Ｍ
の
放
映
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
と
ỏ開
山
時
期
を
こ
れ
ま
で
の
３
月

下
旬
か
ら
上
旬
へ
と
早
め
た
こ
と
か
ら
ỏ

３
月
の
入
城
者
数
に
つ
い
て
は
ỏ約
２

万
人
か
ら
４
万
人
へ
と
倍
増
し
ま
し
た
Ố

平成２７年度 竹田城跡入城者数

比 較平成２６年度平成２７年度

△２８.６％５８２,２８２人４１６,００８人入城者数

△５２.６％２３８,０６０人１１２,５３８人団 体

△２.１％２７０,９４０人２６５,２６６人個 人

野
高
原
のủ
狗
鷲
桜
Ứ
県
の
景
観
形
成
重
要
樹
木
に

生生生生
野
高
原ớ
栃
原
Ờに
あ
るủ
狗
鷲
桜
Ứ

い
ぬ
わ
し
ざ
く
ら

が
ỏ３
月
３１
日
ỏ兵
庫
県
のủ
景
観
条
例
Ứ

に
基
づ
き
ỏủ
景
観
形
成
重
要
樹
木
Ứの

指
定
を
受
け
ま
し
た
Ố

ủ
狗
鷲
桜
Ứは
ỏ生
野
高
原
の
緑
豊
か

な
自
然
景
観
の
な
か
で
ỏ特
徴
的
な
樹
形

で
自
生
す
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ố樹
齢
は
約
１

６
５
年
と
推
定
さ
れ
ỏ幹
廻
り
約
１
・
６

ἇ
ỏ高
さ
約
１０
・
５
ἇ
の
巨
木
で
す
Ố

こ
の
地
域
に
生
息
す
る
希
少
な
イ
ヌ
ワ

シ
が
羽
を
広
げ
ỏそ
の
脚
で
岩
を
つ
か
ん
で

い
る
よ
う
に
見
え
る
姿
か
ら
ỏủ
狗
鷲
桜
Ứ

と
呼
ば
れ
ỏ地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
ỳ
て
大

切
に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
Ố

毎
年
４
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
満

開
を
迎
え
ỏ今
年
は
指
定
を
受
け
た
こ
と

か
ら
特
に
多
く
の
人
た
ち
が
見
学
に
訪
れ

て
い
ま
し
た
Ố

狗鷲桜（４月１７日撮影）

成
２７
年
度
は
約

２７

４２
万
人
が
来
訪

竹
田
城
跡

平平平
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て
の
消
防
団
で
の
経
験
が
生
か
せ
ま
し

た
Ố当
た
り
前
の
こ
と
を
し
た
だ
け
で

す
ỐỨと
話
し
て
い
ま
し
た
Ố

火
災
に
際
し
初
期
消
火
を
行
い
ỏ被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
と
し
て
ỏ

藤
本
健
伸
さ
んớ
野
間
区
Ờに
感
謝
状

ふ

じ

も

と
た

け

の

ぶ

が
贈
ら
れ
ま
し
た
Ố

贈
呈
式
は
ỏ４
月
１９
日
ỏ南
但
消
防

本
部ớ
枚
田
Ờで
行
わ
れ
ỏ朝
来
消
防
署

の
太
田
正
明
署
長
か
ら
ỏ感
謝
状
と
記

お

お

た

ま

さ

あ

き

念
品
の
消
火
器
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
Ố

藤
本
さ
ん
は
ỏ４
月
２
日
ỏ山
東
町

野
間
で
発
生
し
た
火
災
で
ỏ火
元
の
住

民
か
ら
の
一
報
で
ỏ区
内
の
集
落
セ
ン

タ
ồ
に
常
備
の
消
火
器
を
持
ỳ
て
駆
け

付
け
ỏ煙
の
な
か
台
所
で
天
井
ま
で
あ

が
ỳ
て
い
た
火
の
手
を
消
し
止
め
ま
し
た
Ố

感
謝
状
を
受
け
藤
本
さ
ん
はủ
か
つ

初初
期
消
火
へ
感
謝
状

南
但
消
防
本

初
期
消
火
へ
感
謝
状

南
但
消
防
本
部部

４
月
１６
日
ỏ神
子
畑
選
鉱
場
前
広

場
で
ỏủ
第
５
回

神
子
畑
桜
ま
つ
り
Ứが

開
催
さ
れ
ま
し
た
Ố

神
子
畑
鉱
石
の
道
推
進
協
議
会
の

主
催
で
行
わ
れ
る
こ
の
ま
つ
り
は
ỏ昭
和

６２
年
の
明
延
鉱
山
の
閉
山
以
降
ỏ他
地

域
で
展
示
さ
れ
て
い
た
明
神
電
車
ớ
通

称ủ
一
円
電
車
ỨỜが
ỏ神
子
畑
選
鉱
場

跡
に
移
設
さ
れ
た
こ
と
を
機
会
に
始

ま
ỳ
た
も
の
で
す
Ố

当
日
は
ỏあ
さ
ご
鍋
の
無
料
サ
ồ
ビ

ス
な
ど
の
バ
ザ
ồ
や
ỏか
つ
て
の
神
子
畑

の
様
子
を
紹
介
す
る
写
真
の
展
示
ỏま

た
ỏ照
福
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
演
奏
な
ど
も
行
わ
れ
ỏ
多
く
の

皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
Ố

神神
子
畑
桜
ま
つ

神
子
畑
桜
ま
つ
りり

４
月
１０
日
ỏ竹
田
の
ま
ち
な
か
を

会
場
にứ
第
１７
回

朝
来
市ủ
わ
だ
や

ま
竹
田
Ứ
お
城
ま
つ
り
Ừが
開
催
さ
れ

ま
し
た
Ố

こ
の
ま
つ
り
は
ỏ国
史
跡
竹
田
城
跡

の
眼
下
に
広
が
る
城
下
町
に
に
ぎ
わ

い
を
つ
く
り
ỏ地
域
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
ỏ同
実
行
委
員
会
が

主
催
し
て
い
る
も
の
Ố今
回
も
ỏ城
下

町
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ồ
ỏ竹
田
城
下
屋

台
村
ỏマ
ジ
ỽ
ク
シ
ἀ
ồ
・
風
船
パ

フ
Ỽ
ồ
マ
ン
ス
と
い
ỳ
た
ス
テ
ồ
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
ỏ多
く
の
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
Ố

ま
た
ỏ今
年
初
め
て
ỏま
つ
り
会
場

を
舞
台
に
ỏチ
Ỿ
ン
バ
ラ
合
戦
を
行
う

ủ
戦
国
中
Ứが
行
わ
れ
ま
し
た
Ốủ
戦
国

中
Ứは
ỏ左
肩
口
に
つ
け
た
カ
ラ
ồ

ボ
ồ
ル
を
ỏ右
手
で
持
ỳ
た
樹
脂
製
の

竹竹
田
の
ま
ち
が
戦
国
に

朝
来
市ủ
わ
だ
や
ま
竹
田
Ứお
城
ま
つ

竹
田
の
ま
ち
が
戦
国
に

朝
来
市ủ
わ
だ
や
ま
竹
田
Ứお
城
ま
つ
りり

8広報朝朝来来来

太田署長（左）からの感謝状を受ける藤本さん（右）

や
わ
ら
か
い
刀
で
落
と
し
あ
う
ゲ
ồ

ム
Ố全
国
各
地
で
大
会
が
開
か
れ
て

お
り
ỏ当
日
も
県
内
や
京
阪
神
を
中

心
に
１
２
０
人
が
参
加
Ố戦
国
を
イ

メ
ồ
ジ
し
た
忍
者
や
姫
な
ど
思
い
思

い
の
衣
装
や
ỏ本
格
的
な
甲
冑
な
ど

か
ỳ
ち
ỵ
う

を
身
に
つ
け
た
参
加
者
は
ỏ６
チ
ồ

ム
に
わ
か
れ
ỏ会
場
内
に
作
ら
れ
た

３
か
所
の
合
戦
会
場
で
勝
負
を
競
い

あ
い
ま
し
た
Ố

午
後
か
ら
は
４
年
ぶ
り
と
な
るủ
武

者
行
列
Ứが
行
わ
れ
ỏ町
の
南
北
両
側

か
ら
赤
松
軍
・
山
名
軍
に
ふ
ん
し
た
地

域
の
皆
さ
ん
が
進
軍
を
は
じ
め
ỏＪ
Ｒ

竹
田
駅
前
付
近
で
合
戦
Ố訪
れ
た
観

光
客
な
ど
が
見
守
る
な
か
ỏ鉄
砲
隊
ỏ

足
軽
隊
な
ど
が
次
々
と
死
闘
を
繰
り

広
げ
た
結
果
ỏ両
者
引
き
分
け
と
な

り
ま
し
た
Ố

「戦国中」チャンバラ合戦で勝負

「武者行列」竹田駅前での合戦

おなじみのミニ１円電車も登場
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山
東
町
三
保
の
拠
点
施
設
で
ỏコ
ウ

ノ
ト
リ
２
羽
が
孵
化
し
ま
し
た
Ố

ふ

か

１
羽
目
は
４
月
１８
日
の
夕
方
ỏ２

羽
目
は
１９
日
の
朝
ỏそ
れ
ぞ
れ
県
立
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園ớ
豊
岡
市
Ờの
職

員
に
よ
ỳ
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
Ố

同
施
設
で
は
ỏ飼
育
さ
れ
て
い
る
ペ

ア
が
３
月
１５
日
に
産
卵
し
ま
し
た
が
ỏ

今
回
孵
化
し
た
も
の
は
ỏ血
統
な
ど
の

関
係
で
他
の
ペ
ア
の
卵
と
交
換
し
托
卵

た

く

ら

ん

さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
Ố

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
同
施
設
で
の
孵
化

は
ỏこ
れ
で
４
年
連
続
と
な
り
ỏ２
羽

は
順
調
に
育
て
ば
約
２
か
月
後
に
放

鳥
さ
れ
ỏ巣
立
ち
を
迎
え
る
予
定
で

す
Ố

三三
保
の
拠
点
施
設
４
年
連
続
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
が
誕

三
保
の
拠
点
施
設
４
年
連
続
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
が
誕
生生

桜桜
を
楽
し
み
交
流
を
深
め
る
ủ
ふ
る
さ
と
交
流
お
花
見
会

桜
を
楽
し
み
交
流
を
深
め
る
ủ
ふ
る
さ
と
交
流
お
花
見
会
ỨỨ

和
田
山
地
区
地
域
自
治
協
議
会
は
ỏ

３
月
２７
日
ỏủ
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ồ
キ
ン

グ
Ứを
開
催
し
ま
し
た
Ố

同
自
治
協
のủ
和
づ
く
り
・
出
合
い

部
会
Ứが
主
催
す
る
こ
の
ウ
オ
ồ
キ
ン

グ
は
ỏ地
域
内
を
歩
い
て
歴
史
あ
る
場

所
や
建
物
を
見
学
し
な
が
ら
ỏ地
元
を

知
り
ỏ住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
Ố

当
日
は
ỏ約
１
０
０
人
が
参
加
ỏ
防

災
セ
ン
タ
ồ
を
出
発
し
枚
田
区
と
市

御
堂
区
を
め
ぐ
り
ま
し
た
Ốそ
の
う
ち

枚
田
の
赤
渕
神
社
で
は
ỏ宮
司
の
国
里

く

に

さ

と

愛
明
さ
ん
か
ら
ỏ神
社
の
歴
史
な
ど
の

よ

し

あ

き

和和
田
山
地
区
地
域
自
治
協
議
会
ủ
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ồ
キ
ン
グ

和
田
山
地
区
地
域
自
治
協
議
会
ủ
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ồ
キ
ン
グ
ỨỨ

話
が
あ
り
ỏ
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
耳
を

か
た
む
け
ま
し
た
Ố

赤渕神社では歴史について説明を受ける

孵化した２羽（県立コウノトリの郷公園撮影）

ン
ド
・
溝
黒
Ờで
行
わ
れ
ま
し
た
Ố

こ
の
お
花
見
会
は
ỏ与
布
土
地
域
自

治
協
議
会
ỏ朝
来
市
シ
ル
バ
ồ
人
材
セ

ン
タ
ồ
ỏ
朝
来
市
健
康
福
祉
大
学
ỏよ

ふ
ど
温
泉
が
連
携
し
開
催
Ố昨
年
に
続

き
２
回
目
と
な
る
今
回
は
ỏ満
開
の
桜

の
も
と
で
ỏ
音
楽
の
演
奏
や
ハ
ス
の
実
飛

ば
し
大
会
な
ど
の
ス
テ
ồ
ジ
イ
ベ
ン
ト
を

は
じ
め
ỏ刃
物
と
ぎ
ỏ足
湯
ỏ
食
べ
物
な

ど
の
コ
ồ
ナ
ồ
も
出
店
さ
れ
ま
し
た
Ố

ま
た
ỏ
与
布
土
地
区
が
平
成
２０
年

か
ら
交
流
を
続
け
て
い
る
ỏ
神
戸
市
東

灘
区
の
本
山
中
央
婦
人
会
の
皆
さ
ん

約
５０
人
も
訪
れ
ỏ交
流
を
深
め
て
い
ま

し
た
Ố

４
月
３
日
ỏủ
ふ
る
さ
と
交
流
お
花

見
会
Ứが
ỏ朝
来
市
高
齢
者
活
力
創
造

セ
ン
タ
ồớ
旧
与
布
土
小
学
校
グ
ラ
ウ満開の桜のものとで

高高
田
向
山
地
蔵
ま
つ

高
田
向
山
地
蔵
ま
つ
りり

４
月
２３
日
ỏủ
高
田
向
山
地
蔵
ま
つ

む
こ
う
や
ま

り
Ứが
ỏ向
山
地
蔵
堂
前ớ
高
田
Ờで
行

わ
れ
ま
し
た
Ố

こ
の
ま
つ
り
は
ỏ円
山
川
の
対
岸
に

あ
ỳ
たủ
お
地
蔵
さ
ん
Ứを
ỏ高
田
一
本

橋
の
廃
橋
や
南
但
ク
リ
ồ
ン
セ
ン

タ
ồ
の
着
工
に
伴
ỳ
て
ỏ集
落
の
近
く

に
移
転
し
地
蔵
堂
を
建
立
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
ỳ
た
も
の
Ố５
回
目
の
今
回

も
ỏủ
じ
ろ
は
ỳ
た
ん
の
会
Ứの
皆
さ
ん

に
よ
る
ỏ床
尾
山
の
か
つ
ら
の
木
を
題

材
に
し
た
紙
芝
居
の
披
露
や
ỏ子
ど

も
た
ち
よ
る
餅
つ
き
大
会
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
Ố

ま
た
ỏ訪
れ
た
人
た
ち
に
は
ỏ地
元

の
女
性
の
皆
さ
ん
が
手
づ
く
り
し
た

お
地
蔵
さ
ん
を
か
た
ど
ỳ
た
ス
ト

ラ
ỽ
プ
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ỏこ

ち
ら
も
好
評
で
し
た
Ố

子どもたち１６人が挑戦したもちつき大会



今
年
度
も
ỏク
リ
ồ
ン
但

馬
１０
万
人
大
作
戦
を
実
施

し
ま
す
Ốủ
わ
た
し
た
ち
の
ま

ち
Ứみ
ん
な
で
き
れ
い
に
し
ま

し
Ỷ
う
Ố

▽
実
施
日
・
対
象
地
域

◎
５
月
２９
日
２９

（日）

生
野
地
域
・
山
東
地
域
・

朝
来
地
域

◎
６
月
１２
日
１２

（日）

和
田
山
地
域

※
１
世
帯
に
１
人
以
上
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

▽
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課

☎ớ
６
７
６
Ờ２
０
８
１

ひ
き
こ
も
り
を
支
援
す
る

活
動ớ
相
談
・
居
場
所
・
交

流
な
ど
Ờを
通
じ
て
悩
め
る

本
人
ỏ家
族
に
少
し
で
も
寄

り
添
え
る
よ
う
支
援
を
行
ỳ

て
い
るứ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ウ
ノ

ト
リ
豊
岡

ド
ồ
ナ
ツ
の
会
Ừ

は
ỏ個
別
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
Ố

▽
日
時

５
月
２３
日
２３

（月）

午
後
１
時
３０
分
Ỗ
４
時

ớ
受
付

午
後
１
時
Ỗ
Ờ

▽
会
場

朝
来
市
保
健
セ

ン
タ
ồớ
法
興
寺
Ờ

※
相
談
に
は
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
Ố

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
・

い
の
ち
の
ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
ク

ド
ồ
ナ
ツ
の
会

ớ
兵
庫
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ồ

但
馬
地
域
ブ
ラ
ン
チ
Ờ

☎
０
７
９
６ớ
２６
Ờ１
１
０
１

０
７
９
６ớ
２６
Ờ１
１
０
２

兵
庫
県
豊
岡
健
康
福
祉

事
務
所
は
ỏま
ち
の
子
育
て

ひ
ろ
ば
でủ
ま
ち
の
保
健
室
Ứ

を
開
催
し
ま
す
Ố

▽
会
場
・
日
時

◎
生
野
こ
ど
も
園ớ
ア
イ
ア

イ
ひ
ろ
ば
Ờ６
月
８
日
（水）

◎
糸
井
こ
ど
も
園ớ
ま
ち
の

子
育
て
ひ
ろ
ばủ
糸
井
こ
ỳ
こ

ひ
ろ
ば
ỨỜ６
月
２４
日
２４

（金）

※
時
間
は
各
会
場
と
も
午

前
１０
時
Ỗ

１０

１１
時

▽
内
容

血
圧
測
定
ỏ体

脂
肪
測
定
ỏ個
別
健
康
相

談ớ
生
野
会
場
で
は
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
健
康
講
座
も
実
施
Ờ

▽
対
象

就
学
前
の
児
童

と
保
護
者

▽
費
用

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

☎
０
７
９
６ớ
２６
Ờ３
６
５
４

兵
庫
県
朝
来
健
康
福
祉

事
務
所
は
ỏ正
し
い
食
習
慣

の
定
着
や
栄
養
成
分
表
示

等
の
活
用
を
推
進
す
る
た

め
ỏủ
専
門
栄
養
相
談
Ứを

実
施
し
ま
す
Ố

▽
日
時

毎
月
第
２
月
曜

日ớ
祝
日
の
場
合
は
翌
週
に

順
延
Ờ午
後
１
時
３０
分
Ỗ

４
時
３０
分

▽
会
場

朝
来
健
康
福
祉

事
務
所
栄
養
指
導
室ớ
県

和
田
山
庁
舎
・
東
谷
Ờ

▽
相
談
内
容

①
難
病
患
者
等
の
食
生
活

②
生
活
習
慣
病
と
合
併
症

の
食
生
活

③
食
物
ア
レ
ル
ギ
ồ
の
除

去
食

④
介
護
が
必
要
な
人
の
食

生
活

⑤
加
工
食
品
の
栄
養
成
分

表
示ớ
業
者
・
消
費
者
を
対

象
Ờ

⑥
健
康
食
品
等
の
虚
偽
誇

大
広
告

⑦
そ
の
他
食
に
関
す
る
相

談※
事
前
に
電
話
で
の
参
加

予
約
が
必
要
で
す

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
健
康
福
祉
事
務
所

地
域
保
健
課

☎ớ
６
７
２
Ờ６
８
６
７

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る

個
別
相
談
会

広報朝朝朝来来来 10

《国民健康保険の加入・脱退には手続きが必要で《国民健康保険の加入・脱退には手続きが必要ですす》》
◆会社の健康保険などに加入した場合（国保脱退）

会社の健康保険（社会保険）や共済組合、国民健康保険組合等

に加入した場合は、市役所で国民健康保険脱退の手続きをお願い

します。国保脱退の手続きは、自動的には行われませんのでご注

意ください。

【必要書類等】

◎新しく取得した会社などの健康保険証（被扶養者がある場合

は全員分）または資格取得証明書

◎国民健康保険証

◎印鑑

※仕事などでお忙しい場合は、郵送による届け出（国保脱退手続き

の場合のみ）も可能です。郵送による手続きを希望する場合は、

問い合わせ先までご連絡ください。

◆退職によって社会保険をやめて国民健康保険に加入する場合

（国保加入）

次のものをお持ちのうえ、退職後１４日以内に手続きをお願いし

ます。

【必要書類等】

◎社会保険資格喪失証明書

◎運転免許証など本人確認書類

◎印鑑

■問い合わせ先
市民課☎６７２－６１２０ 生野支所地域振興課☎６７９－２２４０
山東支所地域振興課☎６７６－２０８０ 朝来支所地域振興課☎６７７－１１６５

専
門
栄
養
相
談

平
成
２８
年
度

ủ
ク
リ
ồ
ン
但
馬
１０
万
人
大
作
戦
Ứ

ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば

ま
ち
の
保
健
室

第第１１８第１１８回回 国国 のの保保 ひひ ろろ ばば

鳥と翔ける王～池田古墳出土資料一斉公開～
朝来市埋蔵文化財センターは、開館１０周年を記念し、特別展を開催します。

◆会期 5月21日（土）～9月25日（日）◆会場朝来市埋蔵文化財センター「古
代あさご館」◆内容 池田古墳の調査開始から45年を振り返り、出土品をはじ
めさまざまな資料を展示 ◆特別展観覧料 100円（高校生以上）◆休館日月曜
日・祝祭日の翌日 ◆問い合わせ先 朝来市埋蔵文化財センター ☎（670）7330



平平成２８年５月平成２８年５月号号11

木
の
殿
堂
は
ỏ組
み
木
に

関
す
る
基
本
的
な
知
識
や

技
術
を
ỏ初
心
者
で
も
わ
か

り
や
す
く
学
べ
るủ
組
み
木

基
礎
講
座
Ứを
開
催
し
ま
す
Ố

▽
日
時

５
月
２８
日
２８

（土）
ỏ

６
月
４
日
（土）
ỏ６
月

（土）

１９
日

（日）
の
全
３
回

い
ず
れ
も
午

後
１
時
Ỗ
４
時

▽
会
場

木
の
殿
堂ớ
香

美
町
村
岡
区
和
池
Ờ

▽
定
員

８
人ớ
先
着
順
Ờ

▽
参
加
費

２
千
円ớ
材

料
費
込
み
Ờ

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ồ

木
の
殿
堂

☎
０
７
９
６ớ
９６
Ờ１
３
８
８

０
７
９
６ớ
９６
Ờ１
３
９
０

木
の
殿
堂
は
ỏ丹
波
市

在

住
の
彫

刻

家
・
谷
口

た

に

ぐ

ち

進
一
さ
ん
が
制
作
し
た
木

し

ん

い

ち

彫
を
展
示
す
る
特
別
企
画

展ủ
毒
に
も
薬
に
も
な
ら
な

い
木
彫
展
Ỗ
レ
ỽ
ツ
パ
ロ

デ
ỹ
Ứを
開
催
し
て
い
ま
す
Ố

ユ
ồ
モ
ラ
ス
な
ア
ồ
ト
の

世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
Ố

▽
会
期

６
月
５
日
（日）
ま

でớ
休
館
日
・
月
曜
日
Ờ

▽
会
場

木
の
殿
堂ớ
香

美
町
村
岡
区
和
池
Ờ

▽
入
館
料

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
立
兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ồ

木
の
殿
堂

☎
０
７
９
６ớ
９６
Ờ１
３
８
８

市
は
ỏ次
の
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
Ố

▽
募
集
す
る
住
宅

（注）
条
件
に
よ
ỳ
て
表
示
さ
れ

て
い
る
家
賃ớ
月
額
Ờよ
り
も

高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
Ố

▽
申
し
込
み
受
付
期
間

５
月
１０
日
１０

（火）
Ỗ

１０

（火）

２０
日

１０

（火）

２０

（金）

▽
入
居
申
し
込
み
資
格

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
人

◎
現
に
同
居
し
ỏま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

る
人

◎
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

◎
そ
の
者
ま
た
は
現
に
同
居

親
族
が
暴
力
団
に
よ
る
不
当

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

◎
所
得
要
件
が
条
例
に
規

定
す
る
範
囲
を
超
え
て
い
な

い
人

※
申
し
込
み
資
格
の
詳
細
な

ど
は
ỏ都
市
開
発
課
に
確
認

い
た
だ
く
か
ỏ市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
開
発
課

☎ớ
６
７
２
Ờ６
１
２
７

市
教
育
委
員
会
は
ỏứ
朝

来
市
あ
さ
ご
ふ
れ
あ
い
プ
ồ

ルủ
く
じ
ら
Ứあ
り
方
検
討
委

員
会
Ừを
設
置
し
ỏ市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
う

か
が
う
こ
と
を
目
的
に
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す
Ố

▽
委
員
の
役
割

委
員
会
の
会
議
に
出
席

し
ỏ朝
来
市
あ
さ
ご
ふ
れ
あ
い

プ
ồ
ルủ
く
じ
ら
Ứの
あ
り
方

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
い
ỏ

市
教
育
委
員
会
に
対
し
報

告
書
を
作
成
し
ま
す
Ố

▽
応
募
資
格

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
す
る
満
２０
歳
以
上ớ
平
成

２８
年
３
月

２８

３１
日
時
点
Ờで
ỏ

６
月
か
ら
来
年
８
月
ま
で
の

期
間
に
７
回
程
度
開
催
す

る
会
議
に
出
席
で
き
る
人
Ố

※
市
の
他
の
公
募
委
員
に
委

嘱
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
ỏそ
の

他
の
要
件
も
あ
り
ま
す
Ố

▽
募
集
人
数

２
人

※
応
募
書
類
に
よ
ỳ
て
選
考

▽
応
募
方
法

市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
ỏ市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で

配
布
す
る
所
定
の
応
募
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
ỏ意
見

書ớ
朝
来
市
あ
さ
ご
ふ
れ
あ

い
プ
ồ
ルủ
く
じ
ら
Ứの
利
活

用
に
つ
い
て
の
提
案
ỏ意
見
等

を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め

た
も
のớ
書
式
自
由
ỜỜを
添

え
ỏ５
月
１６
日
１６

（月）
Ỗ

１６

（月）

３１
日

１６

（月）

３１

（火）

ớ
必
着
Ờま
で
の
期
間
に
Ố

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

☎ớ
６
７
７
Ờ２
１
１
６

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（５月のテーマ）【月曜】目に異物が入ったら

※子ども＝１５歳以下 高齢者＝６５歳以上
※累計は平成２８年の合計

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

１建物

火
災

１林野

１車両

２その他

５合計

６累計

７交通事故

救
急

２６一般負傷

８３急病

１２その他

１２８合計

３４８累計

（３月中）

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

４空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

０忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

１事 務 所 あ ら し１０車 上 ね ら い

２出 店 あ ら し０自動販売機ねらい

０詐 欺
そ
の
他

１部 品 ね ら い

１傷 害１器 物 損 壊

０暴 行０自 動 車 盗

９万 引 き０オートバイ盗

（３月末累計）３自 転 車 盗

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

２８１１人身事故

００子ども

死
者

００高齢者

００その他

００合計

１１子ども

傷
者

１４２高齢者

３０１４その他

４５１７合計

２４８９３物損事故

１１自転車関連事故

（３月中）

市
営
住
宅
入
居
者

税固定資 産 税 １期

軽 自 動 車 税 全期

納期 ５月３１日（火）まで

５月の税５月の税

②①

生野第１団地粟 鹿 住 宅住宅の
名称

生野町真弓山東町早田場所

３ＤＫ３ＤＫ間取り

３５，３００円２１，９００円～
３２，６００円

家賃
（月額）

１戸１戸募集戸数

木
の
殿
堂
特
別
企
画
展
ủ
毒
に
も
薬
に
も

な
ら
な
い
木
彫
展
Ỗ
レ
ỽ
ツ
パ
ロ
デ
ỹ
Ứ

木
の
殿
堂

組
み
木
基
礎
講
座

募

集

募

集

朝
来
市
あ
さ
ご
ふ
れ
あ
い
プ
ồ
ルủ
く
じ
ら
Ứ

あ
り
方
検
討
委
員
会
公
募
委
員

自動車税の納期限は
５月31日（火）です
忘れずに納めましょう！

兵庫県但馬県民局豊岡県税事務所
☎0796（26）3628
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

広報朝朝来来来

但
馬
出
会
い
サ
ポ
ồ
ト
セ

ン
タ
ồ
は
ỏủ
縁
結
び
交
流
会
Ứ

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
Ố

▽
日
時

７
月
１７
日
１７

（日）
午

前
１１
時
Ỗ
午
後
３
時

１１

３０
分

▽
会
場

県
立
但
馬
長
寿

の
郷ớ
養
父
市
八
鹿
町
国
木
Ờ

▽
参
加
対
象

県
内
に
在

住
ま
た
は
在
勤
す
る
独
身
男

女ớ
男
性
は
４０
歳
以
上
の
但

馬
在
住
・
在
勤
者
ỏ女
性
は

年
齢
フ
リ
ồ
Ờ年
齢
は
開
催

日
現
在
の
満
年
齢

▽
内
容

１
対
１
の
ト
ồ
ク
ỏ

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ほ
か

▽
参
加
費

男
性
２
千
円

女
性
１
千
５
０
０
円

▽
定
員

男
女
各
１５
人

ớ
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
Ờ

▽
申
し
込
み
方
法

①
所
定
の
申
込
用
紙ớ
但
馬

青
少
年
本
部
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ

に
掲
載
Ờに
必
要
事
項
を
記

入
し
フ
Ỹ
ク
ス
ま
た
は
郵
送

②
Ｅ
メ
ồ
ル
で
ỏ住
所
・
氏
名

ớ
ふ
り
が
な
Ờ・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
・
勤
務
先
・
勤
務

先
市
町
名
を
明
記
し
送
信

ớta
jim
a
@
h
a
b
a
ta
n
@
se
i

sh
o
n
e
n
.o
r.jp

Ờ

▽
締
め
切
り

６
月
２８
日
２８

（火）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
出
会
い
サ
ポ
ồ
ト
セ
ン
タ
ồ

☎ớ
６
６
２
Ờ７
７
０
１

※
水
・
木
・
土
の
み

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大

学
校
は
ỏ求
職
中
の
人
を
対

象
に
し
た
職
業
訓
練
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
Ố

ụ
Ｏ
Ａ
・
経
理
・
総
務
事
務
コ
ồ
ス
Ủ

▽
募
集
期
間

５
月
１２
日

（木）
ま
で

▽
定
員

２０
人

▽
訓
練
期
間

６
月
２
日

（木）
Ỗ
９
月
１
日

（木）

（木）

▽
訓
練
場
所

ヒ
ỿ
ồ
マ
ン

ア
カ
デ
ミ
ồ
三
宮
校
柏
原
教

室ớ
丹
波
市
柏
原
町
柏
原
Ờ

ụ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
実
務
科
Ủ

▽
募
集
期
間

５
月
９
日

（月）
Ỗ
６
月
９
日

（月）

（木）

▽
定
員

２０
人

▽
訓
練
期
間

７
月
１
日

（金）
Ỗ
平
成

（金）

２９
年
３
月

（金）

２９

３１
日

（金）▽
訓
練
場
所

ビ
ジ
ネ
ス
専

門
学
校
キ
Ỿ
リ
ア
カ
レ
ỽ
ジ
但

馬ớ
豊
岡
市
戸
牧
Ờ

ụ
医
療
事
務
コ
ồ
ス
Ủ

▽
募
集
期
間

５
月
１３
日

（金）
Ỗ
６
月

（金）

１３
日

（金）

１３

（月）

▽
定
員

１４
人

▽
訓
練
期
間

７
月
６
日

（水）
Ỗ
９
月
５
日

（水）

（月）

▽
訓
練
場
所

ニ
チ
イ
学
館

豊
岡
教
室ớ
豊
岡
市
正
法

寺
Ờ

ụ
受
講
料
Ủ

無
料ớ
教
材
費
保
険
料
等

の
実
費
が
必
要
Ờ

ụ
問
い
合
わ
せ
先
Ủ

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

☎
０
７
９
６ớ
２４
Ờ２
２
３
３

山
東
支
所
で
は
高
齢
者

の
皆
さ
ん
がụ
み
ど
り
Ủ若
々

し
く
ụ
笑
Ủ笑
顔
で
ụ
楽
Ủ楽

し
み
な
が
ら
学
ぶủ
み
ど
り
の

笑
楽
校
Ứの
生
徒
を
募
集
し

し
Ỷ
う
が
ỳ
こ
う

て
い
ま
す
Ố

▽
受
講
対
象

山
東
地
域

在
住
の
お
お
む
ね
６５
歳
以

上
の
人

▽
内
容

脳
ト
レớ
頭
の
体

操
Ờỏ健
康
教
室
ỏ社
会
見

学

な
ど

▽
開
催
日
時

毎
月
第
４

木
曜
日
ỏ午
前
９
時
Ỗ
１１
時
ỏ

※
来
年
３
月
ま
で
行
い
ま
す

※
５
月
２６
日
２６

（木）
開
校
予
定

▽
会
場

山
東
庁
舎
２
階

会
議
室
ほ
か

▽
受
講
料

３
千
円ớ
年

間
Ờ

※
年
度
途
中
か
ら
の
受
講

も
可
能
で
す
Ố

▽
問
い
合
わ
せ
先

山
東
支
所
地
域
振
興
課

☎ớ
６
７
６
Ờ２
０
８
０

募

集

募

集

但
馬
地
域
こ
う
の
と
り
大
使

縁
結
び
交
流
会

■問い合わせ先 社会福祉課 ☎（672）6123

５月は「赤十字運動月間」です
赤十字は「人の命と尊厳を守る」ことを目的として、医療事業や献血をはじめ、国内外での

地震や台風などによる被災者の救援活動など、幅広い分野で活動を行っています。赤十字の
人道的な活動は、全て皆さんからお寄せいただいた資金を財源として行っています。
赤十字の活動についてご理解いただき、活動資金へのご協力をよろしくお願いいたします。

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

山
東
支
所
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
事
業

ủ
み
ど
り
の
笑
楽
校
Ứ



平平成２８年５月平成２８年５月号号13

◎【火曜】糖質制限食とは【水曜】おならのお話 【木曜】尿失禁の治療 【金土日】診療報酬改定で何が変わったか

各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 ５月１２日（木）午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 ５月１１日（水）午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館２階相談室
問・予 人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 ６月２０日（月）午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市民課 ☎６７２－６１２０

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 ６月６日（月）午後１時～４時
場 山東老人福祉センター
問 社会福祉課 ☎６７２－６１２３

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 ６月４日（土）午後１時～４時
場 和田山ジュピターホール
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎０７９６－２３－８０１１

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，４００円）
時 ５月２６日（木）午後１時～３時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは若者未就業者の就労自立に向け
た相談に応じます
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

☎６７９－４４４８ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

蔵ギャラリーの展示 ５月 ちりめん細工展【内林泰子】
６月 作品展【上地芳江】

生野まちづくり工房井筒屋

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

チョッと昔の玩具と雑貨展 会期：５月８日（日）まで
追想 駆け抜けた名馬展 会期：５月１３日（金）～２９日（日）
足立哲郎絵画展 会期：６月２日（木）～１９日（日）

ヒメハナ公園ウツギの館

あさご芸術の森美術館
☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

没後１０年藤原吉志子回顧展 会期：５月１４日（土）～６月２６日（日）

privé（静かな静寂）の中に…。クボタケシ展
会期：５月１４日（土）～６月２６日（日）

芸術村とフリーマーケットinあさご日時：５月２２日（日）午前１０時～午後３時
※入場無料・イベント中は美術館も無料で鑑賞できます

入館料大人５００円／大学生・高校生３００円／中学生・小学生２００円

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

龍谷大学吹奏楽部演奏会《全席自由》

公演日：７月１６日（土）／開演：午後３時（開場２時３０分）

料金：大人５００円高校生以下３００円前売券発売開始日 ５月２０日（金）
日本屈指の吹奏楽団の演奏を今年もぜひお楽しみください。

ＡＳＡＧＯ国際音楽祭２０１６《全席自由》

オープニングコンサート 公演日：７月１９日（火）夜公演

ファイナルコンサート 公演日：７月２４日（日）昼公演

料金：一般１,０００円（２公演共通）前売券発売開始日 ５月２１日（土）
※詳細は別途チラシなどでお知らせします

華原朋美TOMOMIKAHARACONCERTTOUR2016～君がそばで～《全席指定》

公演日：８月２１日（日）／開演：午後４時３０分（開場４時）

前売り料金：友の会６,５００円 一般６,８００円

前売券発売開始日 友の会５月２８日（土）一般６月４日（土）
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校長先生・教頭先生の異動
※（ ）内は前職

【転入・昇任・転任】（４月１日付）

▼生野中学校長 丸山雅清（和田山中学校教頭）

▼糸井小学校長 松田栄一（朝来中学校教頭）

▼東河小学校長 西田浩二（養父市立広谷小学校教頭）

▼竹田小学校長 鈴木文孝（東河小学校長）

▼山口小学校長 山本昌代（糸井小学校長）

▼和田山中学校教頭 西村哲雄（和田山中学校主幹教諭）

▼梁瀬中学校教頭 福垣敦夫（梁瀬中学校主幹教諭）

▼朝来中学校教頭 山根成章（梁瀬中学校教頭）

▼生野小学校教頭 谷井孝次（養父市立建屋小学校教頭）

▼大蔵小学校教頭 佐竹美保子（東河小学校主幹教諭）

▼枚田小学校教頭 羽渕義夫（梁瀬小学校教頭）

▼竹田小学校教頭 藤本道弘（竹田小学校主幹教諭）

▼梁瀬小学校教頭 千葉敏廣（枚田小学校教頭）

【転 出】（４月１日付）

▼養父市立大屋小学校長 川﨑眞由美（生野小学校教頭）

▼豊岡市立八代小学校教頭 南敦浩（大蔵小学校主幹教諭）

【退 職】（３月３１日付）

▼黒川和彦（生野中学校長）

▼森田千鶴（竹田小学校長）

▼前田由記夫（山口小学校長）

▼谷井秀行（大蔵小学校教頭）

▼安積隆（竹田小学校教頭）

見本市等出展支援補助金
市は、市内事業者が持つ独自技術・製品等の新規販路開

拓を支援するため、都市部等で開催される見本市や展示会

等へ出展する市内事業者に対して出展費用の一部について

補助金を交付します。平成２８年度からは、海外で開催される

見本市に出展する場合も補助の対象としています。

◆補助金額 出展費用の２分の１以内で、同一年度内にお

いて上限４０万円（国内出展のみの場合は上限２０万円）

◆対象費用 ①見本市等出展の際の出展小間料・会場使用料

②見本市等の会場での装飾費

（オプション代・レンタル装飾代等）

③出展小間内において使用する光熱水費

④渡航費・展示物運搬費（海外出展に限る）

◆注意事項 会場までの交通費、人件費等は対象になりませ

ん。補助金の交付決定を受ける前に出展を行った場合は、

補助金をお支払いすることはできません。必ず事前の申請

をお願いします。広く一般に公開されていないもの、その場で

小売りするようなものは対象になりません。

新製品・新技術開発等促進補助金の申請を受け付けます
市は、技術開発等の促進と産業振興を図ることを目的に、

市内事業者の新製品・新技術の開発を支援するため、補助

金申請を受け付けます。

◆補助対象事業 市内事業者が単独または大学等と連携し

て新製品や新技術開発等を行う事業で、平成２９年３月

３１日までに新製品・新技術開発が終了するもの。

◆補助対象者 市内に事務所を置く中小企業（個人含む）

◆補助金額 補助対象経費の２分の１以内の額

（上限１００万円）

◆申し込み方法 経済振興課にある申請書類に記入し持参

してください（様式等は市ホームページからも取得できます）

◆申し込み期限 ５月３１日（火）

◆審査基準・方法 ①独自性・新規性 ②市場ニーズ ③製

品化・事業化の可能性などを、提出書類から審査し７月中

旬に決定。

◆補助金交付 補助事業の完了後に交付します。

※詳細は市ホームページに掲載しています。

『市内の企業』や『起業を目指す皆さん』を支援します
各種補助制度のお知らせ

■問い合わせ先 経済振興課 ☎６７２－２８１６ FAX.６７２－４０４１

にぎわい創出事業を実施しています
市は、市内の空き家、空き店舗を活用して新たに出店する

人に対して、出店にかかる経費の一部を補助します。

◆補助内容 ①出店にかかる内外装工事等の費用への補助

②店舗賃借料または店舗買い取り費用への補助

◆補助金額 ①費用の２分の１以内（上限６０万円）

②店舗賃借料補助…賃借料の２分の１以内

（上限月５万円を２年間）

店舗買い取り費用補助…買い取り費用の２分の１以内

（上限１２０万円）

◆注意事項 補助金の交付決定を受ける前に、工事や店舗

の契約をした場合は、補助金をお支払いすることはできませ

ん。事業内容を事前審査しますので、審査の結果補助の対

象とならない場合もあります。

◆申請・問い合わせ先 朝来市商工会

☎（６７２）２３６２ （６７２）４８４４ shokokai@asago.org

工場等新増設および機械等奨励金
平成２８年１月２日から平成２９年１月１日の間に、新工

場の増設、生産に必要な機械等の導入を行った製造業などの

企業に対し、市は助成を行っています。

増設した工場・機械等によって助成内容が異なります。奨励

金の申請を希望する場合や、奨励金額など詳細については、

お問い合わせください。

※詳細は市ホームページに掲載しています。

国道312号 立の原交差点付近
片側交互通行規制を行っています
４月から７月末までの期間、水路改良工事実施のた

め、国道３１２号・立の原交差点付近（和田山町枚田地

内）で片側交互通行規制を行っています。

期間中は車両の通り抜けに時間がかかることが予想さ

れます。ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

◆問い合わせ先 都市開発課☎（６７２）６１２７
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市税・国民健康保険税
納付方法などのお知らせ
■問い合わせ先 税務課 ☎６７２ー６１１９

個人市県民税（普通徴収）、固定資産税、軽自動車税、国

民健康保険税市税（普通徴収）については、次のいずれかの

方法でご納付ください。

【市役所での窓口納付】

市役所西館会計課、各支所地域振興課で納付できます。

【指定金融機関での窓口納付】

次の金融機関の窓口で納付できます。

◇但馬銀行 ◇三井住友銀行 ◇みなと銀行

◇但馬信用金庫 ◇但陽信用金庫 ◇近畿労働金庫

◇兵庫県信用組合 ◇たじま農業協同組合

◇ゆうちょ銀行・郵便局

【コンビニエンスストアでの納付】

コンビニエンスストアでも納付ができます。ご利用可能なコン

ビニエンスストアは納付書の裏面をご覧ください。

ただし、次の場合は納付できませんのでご注意ください。

◇コンビニ利用期限を過ぎたもの

◇バーコードの印刷がないもの

◇破損や汚損でバーコードが読み取れないもの

◇金額を訂正したもの

◇納付書１枚の金額が３０万円を超えるもの

※収納代行業者：地銀ネットワークサービス（株）

【口座振替による納付】

市指定金融機関の口座から振替納付が可能です。

市税・国民健康保険税の納付には、現金を扱わず、手間も

かからない「安全・便利」な口座振替をおすすめします。

◎申し込み方法…市役所西館税務課、各支所地域振興課、

または、市指定金融機関窓口で「預金口座振替依頼書」に口

座番号などの必要事項を記入・押印（金融機関届出印）のう

え、ご提出ください。

◎振替口座の変更や廃止などの方法…税務課へお問い合わ

せください。

◎口座振替の開始時期…口座振替依頼書をご提出いただい

ても、すぐには口座振替を始めることができません。事前に文

書で口座振替の開始時期をお知らせします。

◎口座振替納税済通知書の交付…個人市県民税、固定資

産税、国民健康保険税を振替納付している人で、納税済通知

書（手数料は無料）が必要な場合は、税務課で事前に交付申

請してください。

朝来市ケーブルテレビ『リクエストチャンネル』
サービス提供終了のお知らせ
■問い合わせ先 ケーブルテレビセンター ☎６７７－１０４４

地上デジタル１１チャンネルで午後１０時から午前６時まで、

また、ＳＴＢ（セットトップボックス）の７１３・７１４・７１５チャンネル

でサービス提供してきました『リクエストチャンネル』は、機器の

老朽化によって、平成２８年７月３１日（日）をもって終了させて

いただきます。

ご利用いただいている皆さんには、大変ご不便をおかけいた

しますが、ご理解・ご協力をお願いします。

なお、８月１日（月）からは、地上デジタル１１チャンネルの

午後１０時から午前６時までの時間帯を『アンコールアワー』と

して、ケーブルテレビセンターで選んだ自主放送の人気番組

（ＨＤ画質）の放送を開始します。（アンコールアワーは地上デ

ジタル１１chのみの放送でＳＴＢ７１３・７１４・７１５chでの放送は

行いません）

また、ご希望の皆さんには、自主放送番組の有料のダビング

サービスも実施していますのでご利用ください。

あさごナビ vol.5の訂正について
【診療所一覧の訂正について】

４月に全戸配布しました「あさごナビvol.5」『朝来市主な公共施

設・病院など（３１㌻）』のなかで、次の診療所・歯科医院について掲載

漏れ等がありました。お詫びして訂正させていただきます。

◎はるかぜ診療所（和田山町竹田２４８６－７６）☎（６６６）８０１６

◎朝来ふじい整形外科クリニック（山東町大垣６１－２）☎（６７６）５１０２

◎奥藤歯科医院（和田山町東谷１８８－４）は閉院されました

【停留所の設置について】

和田山医療センターの閉院に伴って停留所を廃止する予定としていましたが、特

急バス停留所と併用で停留所「朝来橋」（旧・和田山病院口）を設けました。（右図）

【問い合わせ先】 総合政策課 ☎（６７２）６１１０

税の振替口座を但馬銀行竹田支店で登録している皆さん

へお知らせします。

【振替口座の変更届け出について】

但馬銀行竹田支店の口座を、但馬銀行和田山支店へ引

き継いで振替をする場合は、税務課と但馬銀行で一括変更

処理を行いますので、届け出等の必要はありません。

但馬銀行和田山支店へ引き継がない、他の金融機関から

の振替を希望する、といった場合は「口座振替依頼書」を再

提出していただく必要があります。

詳しくは税務課へお問い合わせください。

【納税通知書の表示について】

固定資産税納税通知書と軽自動車税納税通知書（５月

発送）については口座情報欄に竹田支店と表示される場合

がありますが、税の振替については新口座（和田山支店の口

座）から行われますので、ご了承くださいますようお願いしま

す。

但馬銀行竹田支店統合
振替口座の扱いについて
■問い合わせ先 税務課 ☎６７２ー６１１９
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感謝状を受け取る松本定之さん（左）

新しく就任した
三木強さん
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平成２７年度下半期（１０月１日～３月３１日）
の市の財政状況をお知らせします財政状況を公表します

平成２７年度下半期

１歳入歳出の予算の執行状況

葛特別会計・公営企業会計 （単位：円）
支 出 割 合支 出 済 額歳 出 予 算 額収 入 割 合収 入 済 額歳 入 予 算 額会 計 名

90.0%1,709,4671,900,000897.3%17,048,8961,900,000住宅資金貸付事業
98.8%4,136,576,6714,186,700,00070.6%2,954,042,8074,186,700,000国 民 健 康 保 険
87.5%25,289,87828,900,00065.1%18,802,59628,900,000簡 易 水 道 事 業
31.8%3,311,36910,400,00015.5%1,608,09610,400,000と 畜 場
3.0%427,68014,300,00073.6%10,531,27814,300,000宅 地 開 発 事 業
85.4%15,712,93218,400,00026.1%4,800,00018,400,000休 日 診 療 所
83.4%1,161,803,7551,392,500,00028.7%399,670,5351,392,500,000下 水 道 事 業
89.7%3,326,917,1283,707,300,00076.3%2,828,878,9893,707,300,000介 護 保 険
84.7%388,779,955458,900,00065.3%299,782,249458,900,000後期高齢者医療
4.1%409,46010,100,00011.1%1,120,70810,100,000財 産 区
30.7%230,784,538752,606,00075.6%582,272,617770,431,000収益的水 道 事 業 43.9%156,397,398356,487,0000.0%050,910,000資本的
19.5%1,289,2976,628,00099.3%2,816,3622,836,000収益的工業用水道

事 業 0.0%010,340,000－－－資本的

葛一般会計（歳入） （単位：円）
収入割合収入済額予算額款
101.9%4,161,962,1094,084,451,000市 税
73.3%140,315,002191,400,000地 方 譲 与 税
76.0%6,312,0008,300,000利子割交付金
33.2%7,395,00022,300,000配当割交付金
0.0%09,100,000株式等譲渡所得割交付金

109.8%602,876,000549,000,000地方消費税交付金
98.1%12,068,56012,300,000ゴルフ場利用税交付金
94.8%36,019,00038,000,000自動車取得税交付金
99.3%10,729,00010,800,000地方特例交付金
106.6%8,445,664,0007,919,293,000地 方 交 付 税
58.7%3,462,0005,900,000交通安全対策特別交付金
61.9%194,876,136314,745,000分担金及び負担金
93.7%639,769,491683,126,000使用料及び手数料
61.3%1,334,497,5482,176,265,000国 庫 支 出 金
25.9%461,900,9591,783,143,000県 支 出 金
60.1%49,954,48183,185,000財 産 収 入
94.8%223,180,284235,484,000寄 附 金
0.0%0817,417,000繰 入 金

100.0%298,237,414298,237,000繰 越 金
58.4%502,873,235860,654,000諸 収 入
0.0%04,907,300,000市 債
68.5%17,132,092,21925,010,400,000歳 入 合 計

２基金の状況 （単位：円）
３月末残高基金名会計区分
4,386,738,037財 政 調 整 基 金

一 般 481,250,679減 債 基 金
4,450,309,249そ の 他 特 定 目 的 基 金
568,281,348土 地 開 発 基 金
162,150,161財 政 調 整 基 金国 保
12,773,216下 水 道 減 債 基 金

下 水 289,414,373農業集落排水施設維持基金
371,071,766下 水 道 施 設 維 持 基 金
26,942,394介護保険給付費準備基金介 護
124,073,141生 野 財 産 区 基 金財産区

10,873,004,364合 計

３地方債の状況 （単位：円）
３月末残高会 計 名
30,610,250,384一 般 会 計

3,888,519住宅資金貸付事業特別会計
204,625,444簡 易 水 道 事 業
7,917,656,072下 水 道 事 業
4,000,141,749水 道 事 業 会 計
42,736,562,168合 計

４一時借入金の状況（平成２８年３月３１日現在）

葛一般会計（歳出） （単位：円）
支出割合支出済額予算額款
98.1%187,146,375190,755,000議 会 費
76.5%4,172,214,4915,453,259,000総 務 費
68.5%3,714,500,5245,425,808,000民 生 費
86.5%2,404,069,9842,779,836,000衛 生 費
41.5%2,597,3806,260,000労 働 費
70.1%832,979,9821,188,172,000農林水産業費
87.0%883,598,8501,015,484,000商 工 費
36.8%811,902,4362,209,132,000土 木 費
92.6%641,444,849692,399,000消 防 費
79.8%2,268,395,6162,842,872,000教 育 費
0.0%01,000災害復旧費
98.5%3,142,943,8113,190,863,000公 債 費
0.0%01,000諸 支 出 金
0.0%015,558,000予 備 費
76.2%19,061,794,29825,010,400,000歳 出 合 計

平成27年度の一時借入金限度額は、一般会計60億円、
国民健康保険特別会計２億円、水道事業会計１億円と
なっており、一般会計で15億円の借入を行っています。

■問い合わせ先

財務課 ☎６７２－６１１８
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これまで保健師として勤務
した経験を活かし、市民の皆
さまが元気いっぱい笑顔
いっぱいになれるよう頑張り
ます。至らぬところもありま
すが、どうぞよろしくお願い
いたします。

地域医療・健康課の渡邊佳
子です。市民の方々とのつ
ながりを大切にし、皆さまの
お役に立てるよう一生懸命
取り組んでいきたいと思い
ます。どうぞよろしくお願い
致します。

みなさん初めまして。今年度よ
り税務課に配属されました荒
木です。朝来市のよりよい町づ
くりのため貢献できるよう、これ
から多くの経験を積み、日々成
長できるよう励みたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

今年度より市民課に配属に
なりました小野山です。市民
の皆様が満足し、過ごしやす
い生活が送れるように、まだ
まだ未熟ですが努力して行
きたいと思いますので宜しく
お願い致します。

市民文化部市民課市民文化部税務課健康福祉部地域医療・健康課健康福祉部地域医療・健康課

４月１日より広告会社電通から出
向し、朝来市の戦略広報マネー
ジャーを拝命しました多田と申しま
す。
いままでは大手企業のＣＭやグラ
フィックを中心とした広告キャン
ペーンの立案、制作に30年以上
関わってきました。これからはその
ノウハウと知見、人脈を活かして、
朝来市の未来づくりのお手伝いを
したいと思っています。市役所とい
う未経験の文化に戸惑いもありま
すが１日でも早く慣れ、みなさま
と仲良くなり、朝来市が輝ける未
来図をともに考えてゆきたいと思
います。よろしくお願いいたします。

この度、都市開発課長を拝
命いたしました山中と申し
ます。竹田城跡とそのふも
との城下町や鉱山町の風
情を色濃く残す生野地区な
ど、何かにつけて躍進中で
ある、朝来市のまちづくりに
関わらせて頂けることを本
当に誇りに思います。
来てよし、住んでよしの魅
力的なまちの顔づくりのた
めに、微力ではありますが、
尽力してまいる所存ですの
で、ご指導ご鞭撻の程どう
ぞよろしくお願い申し上げ
ます。

山中 清正
や ま な か き よ ま さ

都市環境部都市開発課長
兼市街地形成係長
（兵庫県から）

多田
た だ

伸一
し ん い ち

市長公室次長
戦略広報マネージャー
（株式会社電通から）

朝来市出身の谷川と申します。
これから朝来市職員として、常
に問題意識を持ち、初心を忘
れず、素直な心で、皆さまのお
役にたてるよう職務に励んで
参りたいと思います。どうぞよ
ろしくお願い申し上げます。

山東町出身の習田と申します。
私は10年ほど民間企業で働
いておりました。市の発展とと
もに自らも大きく成長してい
けるよう、前職の経験を活か
しながら誠心誠意仕事に取り
組んでまいります。

１年目から市長公室の配属と
いうことで嬉しさの反面不安も
大きいですが、１日でも早く朝
来市職員としてよりよいまちづく
りのお力になれるように頑張りま
す。分からないことばかりでご迷
惑をおかけしますがよろしくお願
いいたします。

生まれ育った朝来市で職員と
して働けることを大変うれしく
思います。不安もありますが、地
域の皆さまの生活のお役に立
てるように一生懸命励んでい
きたいと思いますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

習田 卓宏
し ゅ っ た た か ひ ろ

宮崎 省吾
み や ざ き し ょ う ご

西賀みのり
さ い が

谷川 麗子
た に か わ れ い こ

生野支所地域振興課

４月１日付で、朝来市に新しく着任した職員
２人と新規採用職員20人を紹介します。します

総務部財務課 市長公室経済振興課 朝来支所地域振興課

小野山 彰
お の や ま あきら

荒木 穂香
あ ら き ほ の か

渡邊 佳子
わ た な べ よ し こ

福富麻起子
ふ く と み ま き こ
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子どもたちが楽しく園生活
を送ることができるよう、明
るく笑顔で頑張ります。また
先輩方から様々なことを積
極的に吸収し、常に学ぶ姿勢
を持ち続けたいと思います。
よろしくお願いいたします。

自然あふれる朝来市で、子ども
たちが地域に根ざしてのびのび
と成長していけるよう、そして、私
自身もたくさんのことを学び、子
どもたちと一緒に日々成長して
いけるよう精一杯努めたいと思
います。よろしくお願いします。

今年の３月に大学を出たばか
りで社会経験が非常に乏しい
中、経験豊富な先輩方と一緒
に働かせていただけることを
とてもありがたく思います。若
さと努力で私なりに頑張ります。
よろしくお願いします。

山口こども園で勤務させて
いただくことになりました、
長谷川紗弥佳でございます。
初心を忘れず笑顔を大切に
頑張りたいと思いますので、
よろしくお願い致します。

朝来市の職員として、生まれ
育った朝来市で働けることを
嬉しく思います。何事にも一
生懸命に取り組み、朝来市の
発展、市民の皆さんのお役に
立てるよう責任を持って努力
していきたいと思います。

宮田 夏喜
み や た な つ き

産業振興部竹田城課
地域医療・健康課に配属の井
口と申します。“笑顔”と“素直
さ”を心に、朝来市の皆さんと
関わる中で、多くの事を学ばせ
て頂き、栄養士として貢献でき
るように努めたいと思っており
ます。よろしくお願いします。

井口実咲希
い ぐ ち み さ き

健康福祉部地域医療・健康課
民間企業に勤務した後、朝
来市に嫁いできました。子ど
もたちが朝来市育ちでよ
かった、ずっと住み続けたい
と思えるまちづくりを目指し
て仕事に取り組みたいと思
います。

岡本 侑世
お か も と ゆ き よ

教育委員会学校教育課
皆さま初めまして。朝来市の地
域の皆さまとのつながりを大
切にしながら、一日も早く皆さ
まのお役に立てるよう日々元
気に、謙虚に、貪欲に学んでい
きたいと思っております。よろし
くお願い申し上げます。

吉田 結衣
よ し だ ゆ い

健康福祉部地域医療・健康課

高校を卒業したばかりで仕事はま
だまだですが、「あいさつ」や「仕事
に対する姿勢」など出来ることか
ら徹底し、一公務員としてだけで
はなく一市民としても朝来市に貢
献したいと思っております。どうぞ
よろしくお願いいたします。

吉田 健人
よ し だ け ん と

教育委員会社会教育課
朝来市の職員として働けるこ
とを大変うれしく思っていま
す。初心を忘れずに、朝来市
の皆さまのお役に立てるよう
日々努力していきたいと思い
ます。どうぞよろしくお願いい
たします。

清水 美衣
し み ず み え

教育委員会こども育成課
生まれ育った朝来市で働ける
ことをうれしく思います。子供
たちの給食を安心安全に提
供できるよう、先輩方からたく
さんのことを学び努力し成長
したいと思います。よろしくお
願いします。

須磨 泰子
す ま や す こ

教育委員会学校教育課学校給食センター

この度、念願の朝来市技能労
務職員に採用され、期待と不安
の入り混じる中、新しいスタート
を切りました。１日も早く職場
や仕事に慣れ、市民の皆さんに
愛される職員を目指し頑張って
いきたいと思います。

上垣 清治
う え が き せ い じ

都市環境部環境課
（南但広域行政事務組合派遣）

よろしくお願い

生野こども園糸井こども園中川こども園山口こども園
竹内 理乃
た け う ち り の

衣川かなえ
き ぬ が わ

楠
くす

美奈絵
み な え

長谷川紗弥佳
は せ が わ さ や か
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休館日・お休み日
和田山・あさご ５月2日（月）・9日（月）･16日（月）･23日（月）･26日（木）･30日（月）･6月6日（月）･13日（月）･20日（月）･27日（月）･30日（木）
生野 5月1日（日）～5日（木）･7日（土）～9日（月）･14日（土）～16日（月）･21日（土）～23日（月）･28日（土）～30日（月）・6月4日（土）～6日（月）

平
成
28
年
5
月
号

和
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山
図
書
館

☎ớ
６
７
２
Ờ１
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０
０

あ
さ
ご
森
の
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６
７
０
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７
１
０

生
野
支
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６
７
９
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５
４
４
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おはなし会
★毎週土曜日に「おはなし会」を開催しています
和田山図書館 午前１０時30分～／午後２時～／午後４時30分～
あさご森の図書館 午前11時～／午後３時15分～
★赤ちゃん向けおはなし会
和田山図書館 5月28日（土）午前１０時30分～
あさご森の図書館 5月19日（木）午前11時～

ご存じですか？（予約・リクエスト）
和田山図書館・あさご森の図書館・生野支
所ともに本の予約やリクエストを受け付けて
います。
また、３か所のどこでもご希望の場所で、
予約・リクエストした本の受取・返却ができま
す。ぜひ、ご活用ください。
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寄附で朝来市を元気に！！ふるさと納税制度
■問い合わせ先 秘書広報課☎６７２－６１１３ 控除・申告等については税務課☎６７２－６１１９

ふるさと納税とは？
自治体に対してふるさと納税（寄附）をすると、ふるさと

納税（寄附）額のうち2,000円を超える部分について、一
定の上限まで、原則として所得税・個人住民税から全額が
控除されます。
自分の生まれ故郷に限らず、応援したい自治体など、ど

の自治体に対する寄附でも対象となります。朝来市出身
の人、ゆかりのある人、知人・友人などへ、朝来市へのふる
さと納税をぜひお勧めしていただくようお願いします。
朝来市では5,000円以上の寄附をしていただいた皆さ

まに、感謝の気持ちを込めて寄附金の額に応じて記念品
を贈呈させていただいております。
（お礼の一部）
★天空の竹田城ロール ★岩津ねぎ ★岩津ねぎウィン
ナーセット ★朝来のお米食べくらべセット ★アーモンド
ブリュレ・ガトーフロマージュ ★ぼたん鍋用いのしし肉
★但馬牛最高級ステーキ肉 ほか

ありがとうございました
■平成27年度ふるさと寄附状況

平成27年度は、26年度の5倍を超える約１億6千
930万円の寄附金をいただきました。市では、それぞれの
分野でいただいた寄附金を有効に活用させていただくこと
としています。

53,503,701円3,450件竹田城跡を活用したふるさとづくり

48,420,600円2,729件地域の魅力あふれるふるさとづくり

30,947,000円1,926件心豊かな教育立市の実現

7,827,000円563件共に学びあうふるさとづくり

14,551,000円894件生きがいを実感できるふるさとづくり

14,054,501円633件その他

169,303,802円10,195件合計
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■自主運営教室・同好会の紹介コーナー
生野山野草同好会
生野山野草同好会では、毎月第１月曜日、午

後１時３０分から、山野草を育てながら野草の魅

力を研究する仲間が集まり活動しています。興味

のある方は、生野公民館までご連絡ください。

また、右のとおり、「春の山野草展」を開催します

ので、ぜひお越しください。
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こんにちは、朝来市公民館です。

昨年から、「朝来市公民館ってどんなところ・・・？」について連載してきました。

また、今年４月には、誰もが生涯学習を始めるきっかけを作っていただくことを目的に、講座・教室の募集案内について、

朝来市ケーブルテレビ・シティニュースで紹介しました。

その結果、今年度は２７の講座・教室に４７１人（４月２２日現在）の応募がありました。

今後も、この広報紙等を通じて、さまざまな特別講座や公民館事業についてご案内していきます。ふるってご参加ください。

～2016春の山野草展のご案内～
◆日時

５月１４日（土）午前９時～午後５時

５月１５日（日）午前９時～午後４時

◆会場 生野マインホール

◆問い合わせ先 生野公民館

■６月から始まる特別講座のお知らせ
一昨年の国重要文化的景観の認定をはじめ、生野の歴史

文化が、近年大きく注目を集めています。この大きなチャンス

を生かし、歴史文化遺産の保存だけにとどまることなく、教え

る人、学ぶ人、それを活用する人、さらにビジネスへとつなげて

いく人など、さまざまな可能性のある人材発掘を目的とした

「生野歴史文化講座」を開講します。

生野町の石川家（豪宿、薬種商として栄えた）には、池田草庵が長期滞在した
い け だ そ う あ ん

際の「献立帳」（古文書）が保存されています。

幕末期の時代背景をいろいろな面から学び、生野における草庵の言動に思い

を馳せてみませんか。
は

受講をご希望の場合は、５月３１日（火）までに、①氏名 ②住所 ③電話番号④希望の講座名を、生野公民館ま

でお知らせください。【申し込み・問い合わせ先】生野公民館☎６７９－３５４４ ６７９－４６３８

内 容会 場日 時

歴史講座（幕末、生野代官は何を考えどう動いたか？）生野マインホール①６月１日（水）午後７時３０分～

まち歩き教室（生野の鉱山町をガイド付きで散策します）生野町内②６月４日（土）午後１時３０分～

創作教室（アートな献立帳を作ります）生野庁舎２階会議室③６月１１日（土）午後１時３０分～

古文書講座（古文書整理体験、入門）生野マインホール④６月１４日（火）午後１時３０分～

料理教室（池田草庵が食した当時の料理を再現します）生野保健センター⑤６月１５日（水）午後１時３０分～

※複数回にわたり開催する場合があります。受講料は無料ですが、講座によって教材費が必要です。

歴史文化遺産 ≪保存≫から≪活用≫のために

『生野歴史文化講座』で学びをスタートしませんか？

池田草庵：但馬の生んだ偉大な儒学者。青谿書院を開いて、但馬は
せ い け い し ょ い ん

もとより全国から来た人に教えを説きました。また生野代官所や豊岡

藩の相談役として幕末の激動期に活躍し、但馬聖人と称えられました。

アートな献立帳のイメージ
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氏 名区氏 名区氏 名区氏 名区

藤 本 修小田和青 石 安 雄上生野大 西 年 男生野新町谷 川 晃生野１区

生
野

田 上 正 昭北真弓奥 藤 修黒川佐 藤 次 郎奥銀谷桑 田 孝 史生野２区

小 田 正 儀南真弓山 名 初猪野々成 瀬 正 一小野楠 成 樹生野３区

日 下 部 誠川尻石 田 誠白口小 笠 原 勇生野緑ケ丘桑 田 祥 夫生野４区

杉 本 英 治栃原直田 耕治郎円山白 瀧 康 利竹原野中 村 八 郎生野６区

嵯峨山 和幸竹田中町浅 田 郁 雄枚田岡野 崎 武 司土田田 中 廣 喜林垣

和
田
山

杉 谷 利 広竹田上町北 垣 要玉置谷 口 正 士西土田金 山 聰緑ケ丘（和田山）

足 立 義 美竹田新町藤 井 義 光桑原金 山 彰 治宮田森 下 宏 治秋葉台１区

山 内 康 雄殿町長 嶋 康 夫柳原森 田高瀬枚 田 達 広秋葉台2区

上 山 哲 生旭町田 中 哲 哉駅北雜 賀 忠 文法道寺守本 美智雄秋葉台３区

田 中 薫東町夜 久 正 廣和田山駅前柴 本 修岡三 浦 知 明秋葉台４区

足 立 忠 雄栄町藤 原 博 紀白井後 藤 敏 夫芳賀野下 村 清寺内

稲 垣 義 明安井安 達 正 樹宮小 谷 勇宮内橘 賢 二万葉台

西 垣 強殿足 立 雄 三久田和福 田 芳 夫高田野 元 剛高生田

山 本 信 一三波衣 川 久 嗣東和田石田浩太郎和田山上町足 立 勉室尾

橋 本 喜 義藤和高見 駿太郎中和 田 幸 雄和田山京口西 川 彰 一市場

枚 田 善 光久留引小 山 泰野村安 井 幹 員和田山本町大 槻 勝 久和田

小 山 直 樹加都濱 至岡田安 積 信 行和田山新町足 立 泰 博竹ノ内

坂 本 樹筒江圓 山 俊 朗弥生が丘１区谷 田 照 義枚田長 野 久 司内海

髙 本 薫久世田新 宮 郁 朗弥生が丘２区福 富 宏 三市御堂大 森 げ ん朝日

神 谷 修 一城南台石 原 啓 一竹田下町藤 岡 建 也比治小 山 優寺谷

松 浦 修 三米屋町石 田 諄 蔵法興寺和 田 茂 樹東谷

松 本 清 志観音町阿 野 清 司立ノ原和 田 政 夫平野（和田山）

木 村 伸 平溝黒住 吉 正 廣西地福 井 義 明野間松 本 肇滝田

山
東

石 田 隆山歳中 島 貞 久西谷城 本 利 明田ノ口山 口 俊 二大垣

木 村 義 明喜多垣西 垣 巧比叡三 宅 和 幸金浦太 田 常 夫矢名瀬下町

西 澤 裕迫間中 尾 孝 幸東若 松 俊 彦諏訪足 立 隆矢名瀬中町

藤 本 守 男与布土馬 場 正 則柴太 田 和 夫大月南 光 三 郎川原町

岸 田 定 雄森田 中 貢一品小 山 勲向大道岩 村 年 隆上ゲ町

岡 和 彦三保安 田 龍 美上早田松 本 寿 志楽音寺松 本 高 治末歳

西 村 文 男越田西 田 忍早田田 富 郎清水町藤 井 幸 三新堂

太 田 悦 夫柿坪村 上 和 義和賀池 本 則 夫小谷夜 久 悦 夫大内

増 田 博木西 浩 一 郎田中山 下 正 幸塩田

荒 川 修 介羽渕大 田 垣 強新井３区大 垣 巽澤中 島 修物部

朝
来

藤 次 仁口田路足 立 誠八代黒 田 博 司山内谷 口 寛桑市

神 谷 肇中田路今 村 智 弘山本谷 野 祥 敬納座藤 本 稔上八代

嵯峨山 善通奥田路山 田 榮土肥古 屋 明川上神 﨑 礼 一立脇

能 見 文 秀元津和 田 榮 市老波金 田 正 夫山口藤 本 正 明愛タウン

細 谷 信 義上岩津山 下 正 之佐中椿 野 譲立野北 村 稔多々良木

清 水 正平野（朝来）椿 野 恒 男新井１区藤 原 憲 夫石田

山内 隆治郎神子畑太田垣總一郎新井２区中 島 史 博伊由市場
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平成２８年度の市内各区の区長さんをお知らせします。＜敬称略＞

連合区長会会長 浅田郁雄（枚田岡）

連合区長会副会長 田 中 貢（一品） 太田垣總一郎（新井２区） 中 村 八 郎（生野６区）

会計監事（理事） 藤 本 稔（上八代） 杉 本 英 治（栃原）

理 事 成 瀬 正 一（小野） 直田耕治郎（円山） 杉 本 英 治（栃原） 下 村 清（寺内） 柴本 修（岡）

高見駿太郎（中） 山本信一（三波） 太田和夫（大月） 木村義明（喜多垣） 藤 井 幸 三（新堂）

藤 本 稔（上八代） 能 見 文 秀（元津） 黒 田 博 司（山内）

区長さんの紹介 ■問い合わせ先
総合政策課 ☎６７２－６１１０
生野支所地域振興課 ☎６７９－５８０２
和田山地域振興課 ☎６７２－６１３７
山東支所地域振興課 ☎６７６－２０８０
朝来支所地域振興課 ☎６７７－２１１０
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地域包括支援センターの 窓

■問い合わせ先 朝来市地域包括支援センター☎６７２－６１２５

市民フォーラム「生涯現役の場おこし大作戦」
４月号の広報でもお知らせしましたが、市は、３月１９日に

さんとう緑風ホールで、市民フォーラム「生涯現役の場おこし

大作戦」を開催しました。

これは、第２次朝来市総合計画重点プラン「生涯現役の

場おこし大作戦」に基づいて、地域住民がお互いに顔が見え

る関係で助け合う「地域の絆づくり」を推進しようとするもの。

年齢を重ねても、障害があっても、地域や家庭で担う役割が

ある「生涯現役」を目指すことができるよう、市民への意識啓

発を目的として行っています。

昨年度に続き２回目となった今回は、基調講演や事例報

告など行ったほか、参加した皆さんによるグループワークを実

施。「地域で出来る次の一手」をテーマに、地域ごとにグルー

プに分かれ、「Ａ・外出する手段がなくて困っている人が多

い」「Ｂ・頼る人がいない高齢者世帯が多い」の２つのテーマ

について、対応へむけたアイデアを出し合いました。

ここでは、グループワークで出された内容から紹介します。

参加した皆さんから寄せられた貴重な意見やアイデアは、自治協議会の集いや、民生委員

研修会、社会福祉協議会などとも共有し、「生涯現役」への取り組みのために活用していきます。

こんなことが
あったらいいなぁ

テーマＡ 外出する手段がなくて困っている人が多いに対して出されたアイデア

買い物趣味の集まり病院の受診

◎移動販売
◎買い物ボランティア
◎通販の利用
◎空き家を利用して地元ショップをつくる

◎買い物ツアー
◎高齢者用ジムへのツアー
◎巡回趣味の会
◎老人会行事の送迎

◎地区ごとの通院者を一緒に
◎病院行きの定期巡回バス
◎往診しやすい仕組み

移 動

◎アコバスを増やす（利用しやすく、土日、軽のアコバス）
◎アコバスがどこでも停車できるように
◎共同利用の自動車を確定する
◎乗合タクシー、乗合バス
◎アコバスのルートを短くする
◎地域バスの運行

テーマＢ 頼る人がいない高齢者世帯が多いに対して出されたアイデア

役割を持つつどう見守る

◎登下校の見守り隊を担う
◎老人会が主体となって
動くボランティア
◎相互の世話システム
◎手に職をつけ収入が
得られるようなシステム

◎ちょっとしたおせっかい

◎サロン、健康教室
◎ウオーキングの推奨
◎ラジオ体操（決まった時間に鳴らす）
◎空き部屋を集会所にする
◎婚活する
◎老人会と子ども会の交流

◎近隣者の見守り
（新聞・灯り・カーテン・声かけ）
◎夜回り隊
◎一人暮らしの人は、玄関に旗をかける
◎見守り隊を結成
◎配食サービスを使っての安否確認

つながり作り

◎認知症のある人の情報を地域で共有
◎地域マップ作り
◎一人暮らしの名簿作成
◎若いときからの仲間づくり
◎テレビ電話で対話できる仕組み作り



市は、予防接種法に基づき、高齢者肺炎球菌予防接種

の定期接種を実施しています。

過去に肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがない６５歳

以上の人は、平成３０年までの間に１回、定期接種として公

費助成を受けて接種することができます。

この予防接種は、肺炎の発病防止や重症化防止の効果

が認められており、法に定められたものですが、接種を受ける

法律上の義務はなく、自らの意思で接種を希望する人にの

み行います。今年度対象となる皆さんには、４月に個別のご

案内をしています。

接種を希望する場合は、かかりつけ医と相談していただき、

予防接種の効果、副反応のことを理解し、接種を受ましょう。

①平成２８年度の接種対象者

接種時に朝来市に住所があり、次に該当し、接種を希望

する人 ※これまでに肺炎球菌ワクチン（２３価肺炎球菌莢

膜ポリサッカライドワクチン）の接種を受けた人は対象外です

☆今年度、６５・７０・７５・８０・８５・９０・９５・１００歳になる人

☆接種時に６０歳以上６５歳未満で、一定の心臓、腎臓もし

くは呼吸器の機能、または、ヒト免疫不全ウイルスによる免

疫の機能の障害があり、予防接種を医師が必要と認め、接

種を希望する人。

②接種期間 平成２８年４月～平成２９年３月３１日

※必ず期間内に接種を受けてください

③接種料金 自己負担額２,０００円を医療機関でお支払い

ください（接種費用８,０００円程度のうち残り６,０００円程度

は市が負担します）

④実施医療機関 朝来市内指定医療機関、市外のかかりつ

け医療機関 ※市外の医療機関での接種を希望する場合

は、必ず予約する前に地域医療・健康課にご連絡ください。

市民の皆さん一人ひとりが、主体的かつ継続的に健康づ

くりや食育に取り組むことができるよう、平成２８年度を初年

度とした「第２次朝来市健康増進計画・食育推進計画」を

策定しました。

健康づくりの具体的な取り組みは、広報５月号と一緒に

配布しています概要版をご覧ください。

健康コーナー
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平成２８年度高齢者肺炎球菌予防接種の実施について

昭和２６年４月２日～２７年４月１日６５歳

昭和２１年４月２日～２２年４月１日７０歳

昭和１６年４月２日～１７年４月１日７５歳

昭和１１年４月２日～１２年４月１日８０歳

昭和６年４月２日～７年４月１日８５歳

大正１５年４月２日～昭和２年４月１日９０歳

大正１０年４月２日～１１年４月１日９５歳

大正５年４月２日～６年４月１日１００歳

※乳幼児健診については、いずれも該当児に個別通知します。

場 所内 容
曜
日

日月

朝来市保健センター離乳食教室水１８

５
月

東河地区市民会館・糸井地区市民会館
朝来市保健センター

献血
こころのケア相談（要予約）

木１９

朝来市保健センター
朝来市保健センター

ぱくぱく離乳食教室
８か月児健診

火２４

糸井地区市民会館・東河地区市民会館
山東老人福祉センター

子宮頸がん検診水２５

朝来市保健センター
生野マインホール

育児相談
献血

木２６

竹田地区市民会館
大蔵地区市民会館

子宮頸がん検診金２７

山東老人福祉センター
朝来市保健センター

子宮頸がん検診月３０

生野マインホール
朝来体育館

子宮頸がん検診木２

６
月

朝来体育館
朝来市保健センター

子宮頸がん検診水８

朝来市保健センター１歳６か月児健診木９

朝来市保健センター３歳児健診金１０

朝来市保健センター総合健診水１５

健健健康康カレカレンンダーダー
５５／１６～６／１５／１６～６／１５５

血液はまだ人工的に造れないうえ、長期保存ができま

せん。また、高齢化や医療技術の高度化などによって輸血

用血液の需要が増加する一方で、少子化、若年層の献血

率低下などから献血者数は減少傾向にあり、１５年後には

献血者数が１００万人近く不足すると推計されています。

輸血に必要な血液をいつでも十分に確保しておくため

には皆さんの献血が必要です。

今年度も、市では地域献血を予定しています。皆さんの

ご理解とご協力をお願いします。

※６５歳以上の人は、６０～６４歳までの間に献血経験のある人に限ります

今年度も献血へのご協力をお願いします

【採血基準】
４００mL献血２００mL献血

男性１７歳～６９歳※

女性１８歳～６９歳※
１６歳～６９歳※年 齢

男女とも５０kg以上
男性４５kg以上
女性４０kg以上

体 重

２００mL献血と４００mL献血合わせて
男性１,２００mL以内 女性８００mL以内

年間総採血量

男性は１２週間後の同じ曜日から
女性は１６週間後の同じ曜日から

男女とも４週間後
の同じ曜日から

献 血 間 隔

【５月の献血予定】
受付時間会 場日 程

午前９時３０分～１１時３０分東河地区市民会館
５月１９日（木）

午後１時３０分～３時３０分糸井地区市民会館
午前１０時～１１時１５分
午後０時３０分～３時

生野マインホール５月２６日（木）

※本人確認できるもの（免許証、保険証など）・献血カード（お持ちの人）をご持参ください。
※輸血の安全性を高める400mL献血へのご協力をお願いします。
※プラス１(ワン)献血（年間複数回献血）にご協力ください。

「第２次朝来市健康増進計画・食育推進計画」を策定しました

朝来市健康づくりポイント事業
明日も明後日も…数年後も
元気に動ける体づくりを目指して!

ポイントを貯めながら
運動する習慣を身につけよう!!
問い合わせ・申し込み先 地域医療・健康課☎（672）5269
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健康コーナー
■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（朝来市保健センター）

市は、各地区で子宮頸がん検診と総合健
けい

診を次の日程で実施します。

《子宮頸がん検診》

※申し込みをした皆さんには、４月下旬に検診日時の案内や受診票をお送りしています。

《総合健診》

総合健診は、特定健診（特定基本健診）とあわせて肺・

胃・大腸・前立腺がんの各検診や、肝炎ウイルス検診、腹部

エコー検診、骨粗鬆症検診も同日に実施します。
しょう

◎健診を受診する皆さんへ

☆すでに申し込んだ皆さんには、実施日の約３週間前に受

診日時、会場をご案内し、受診票等をお送りします。

☆都合がつかない場合には日時の変更ができます。地域医

療・健康課（☎６７２－５２６９）までご連絡ください。

☆まだ申し込んでおらずに、受診を希望する場合は、地域医

療・健康課（☎６７２－５２６９）まで、お早めにご連絡ください。

バランスのとれた食事は健康の基本です。食生活と生活

習慣病の関係や食品の選び方など、調理実習をしながら楽

しく学べます。また、学んだことを地域に広める活動にも取り

組み、健康づくりの輪を広げましょう。

※どなたでも参加できます。（性別・年齢は問いません）

◆期間 ６月～平成２９年３月（開講日・６月１４日（火））

おおむね月１回 計１２回

（毎月第２火曜日午前９時３０分から※変更する場合があります）

◆会場 朝来市保健センター（法興寺）

◆内容 栄養・食生活を中心に健康づくりについての講話・実習

◆費用 実習材料費・テキスト代等実費（毎回３００円程度）

◆申し込み ５月２７日（金）までに電話で地域医療・健康

課（☎６７２－５２６９）へ

生活習慣病予防、こころの健康など、心と身体の健康に

関する内容で、５月から来年２月までの期間、健康セミナー

を開催します。活動的で充実した生活を過

ごせるよう、セミナーに参加してみませんか？

朝来市保健センターの竣工を記念して、あさご健康フェア
しゅん

を開催します。健康づくりに役立つ、講演会・体操教室や親

子クッキングを行います。ぜひ、お越しください。

◆日時 ５月２２日（日）午前１０時～午後３時

◆会場 朝来市保健センター（法興寺３７８－１）

◆内容 健康講演会、運動教室、親子ふれあい運動

親子クッキング、歯科相談、健康相談 ほか

会 場受付時間実施日
糸井地区市民会館午前９時３０分～１１時

５月２５日（水） 東河地区市民会館午後１時１５分～１時３５分
山東老人福祉センター午後２時４５分～３時４５分
竹田地区市民会館午前９時３０分～１１時

５月２７日（金）
大蔵地区市民会館午後１時３０分～２時３０分
山東老人福祉センター午前９時３０分～１１時

５月３０日（月）
朝来市保健センター午後１時３０分～３時
生野マインホール午前９時３０分～１１時

６月２日（木）
朝来体育館午後１時３０分～３時
朝来体育館午前１０時～１１時

６月８日（水）
朝来市保健センター午後１時３０分～３時

平成２８年度 健康セミナー
「医師の講話・栄養講座・運動教室等」参加者募集のお知らせ

【運動教室】
第４コース第３コース第２コース第１コース

時 間内 容
月曜日金曜日火曜日月曜日

２月１３日１２月２日１０月４日８月８日午後１時３０分
～３時

講話
実技

１
回目

２月２０日
２月２７日

１２月９日
１２日１６日

１０月１１日
１０月１８日

８月２２日
８月２９日

午後１時３０分
～２時３０分実技

２・３
回目
※１コースは３回です。１回目に講義、運動実技、２・３回目に運動実技を
行います。参加は、１人１コースに限ります。
※定員は第１・２コース３０人、第２・４コース１５人です。
【会 場】◎第１・２コース…朝来市保健センター（法興寺）◎第３・４
コースふれあいプールくじら（新井）
【持ち物等】◎第１・２コース…飲み物・動きやすい服装・運動靴（室内
用）・汗拭タオル・バスタオル（運動に使用）◎第３・４コース…飲み物・
動きやすい服装・運動靴（室内用）・汗拭タオル・施設登録証（あれば）・
施設利用料５００円（６５歳以上３００円）

平成２８年度「子宮頸がん検診」・「総合健診」
－健康あさご２１健診で体のチェックを怠らずメタボとがんを予防しよう－

対象地域受付時間実施日
和田山地域
（糸井・大蔵地区）

６月１５日（水）・１６日（木）・１７日（金）
・２１日（火）

朝来市保健センター

山東地域７月５日（火）・６日（水）・７日（木）さんとう緑風ホール
和田山地域
（和田山・東河・竹田地区）

７月１３日（水）・１４日（木）・１５日（金）
・２０日（水）・２１日（木）

朝来市保健センター

生野地域９月１日（木）・２日（金）生野マインホール

朝来地域９月６日（火）・７日（水）・８日（木）・９日（金）朝来体育館

朝来市保健センター竣工記念あさご健康フェア

～ 食の健康づくり活動講座～

平成２８年度朝来市いずみ会リーダー養成講座受講生募集

【医師の講座・栄養講座】参加費無料
日 時内 容

午後１時３０分～２時３０分５月２２日（日）「知っておきたいがんのこと」医師の講座
保健センター
竣工記念講演会

午後１時３０分～２時３０分６月２２日（水）「楽しく学ぶ、高血圧の予防と治療」医師の講座
高血圧

午前１０時～午後１時
７月２２日（金）「うす味習慣をつけて

おいしく食べよう」
栄養の講座

８月３日（水）
午後１時３０分～２時３０分８月３０日（火）「しなやかな血管を保とう」医師の講座

脂質異常症
午前１０時～午後１時

９月１６日（金）
「食生活を変えて血液サラサラ」栄養の講座

９月２９日（木）
午後１時３０分～２時３０分１０月２７日（木）「糖尿病とその予防について」医師の講座

糖尿病
午前１０時～午後１時

１１月１１日（金）
「健康的な食生活」栄養の講座

１１月２２日（火）

午後１時３０分～３時３０分１２月３日（土）
「ひきこもり・不登校を考える
～本人・家族が元気になる～」

臨床心理士
の講座

こころの
健康づくり

午後１時３０分～２時３０分１月１８日（水）「タバコと肺の病気について」医師の講座禁煙

午前１０時～午後１時
１月２７日（金）

「骨を元気にする食生活」栄養の講座骨粗しょう症
２月８日（水）

午後１時３０～３時２月２１日（火）
「よくかんでおいしく食べて元気に暮
らす～歯周病予防で健康づくり～」
「歯とお口のケアについて」

歯科医師・
歯科衛生士
の講座

歯とお口の
健康

※栄養の講座は、調理実習があります。定員３０人です。２日間のうち、
どちらか１日を受講してださい。
※参加の際には、筆記用具をお持ちください。
栄養講座では、エプロン・三角巾・手拭タオルもお持ちください。
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和田山美術協会は、会員の皆さんの作品を展示する「和田
山美術協会本展」を開催します。
★会期 ６月10日（金）～12日（日）

午前9時～午後5時（最終日は4時まで）
★会場 和田山ジュピターホール小ホール（玉置）

和田山美術協会本展
★入場料 無料
★内容 会員の皆さんが、この１年で描いた油絵・水彩画・
日本画などを中心に展示します。

★問い合わせ先
和田山美術協会事務局☎（672）2676（和田）
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わだやま合唱団では、２年に１度の演奏会を開催します。
女性30人、男性11人の団員は、演奏会の本番へ向け毎週
月曜日の夜を中心に練習を重ねています。ぜひお越しください。
★日時 ６月４日（土）午後７時開演（６時30分開場）
★会場 和田山ジュピターホール（玉置）
★入場料 500円
★プログラム
童謡唱歌から昭和の歌謡曲、本格的な合唱曲までを発表
第1ステージ

2016わだやま合唱団演奏会
混声合唱のための童謡唱歌編曲集 移りゆく季節
混声合唱 ふるさと

第2ステージ
女声合唱～Singさくら
男声合唱による「吉田正作品集」より

第3ステージ
混声合唱曲「島よ」

★問い合わせ先
わだやま合唱団 ☎（672）2290（森本）

つ

▼４月１０日、朝来市「わだやま竹田」お城まつりの

イベントのひとつとして、チャンバラ合戦「戦国中」が

開催されました。企画段階から多くのスタッフの皆さ

んが携わり、本番も各地から１２０人が〝参戦〟し、楽し

く過ごされました。（写真）▼お城まつりでは、多彩な催しに竹田の

まちなかも観光客などの皆さんで賑わっていましたが、竹田城跡は

もとより、城下町にも多くの人が足を運んでいただくことで、歴史

と文化に触れていただけたのでは、と感じています。このような催し

が、地域だけでなく市全体の活性化につながります。地域の皆さ

んのご尽力に敬意を表します。▼全国の多くの観光地のなかから、選

ばれる場所となるため、広報としても市の情報発信を続けなけ

ればと感じているところです。これからもよろしくお願いいたします。

▼４月１４日からの熊本地震では、熊本県内・大分県内を中心に

大きな被害が発生しました。私ごとですが、親類が熊本県に住んで

いて被災しました。地震発生からしばらくして電話で連絡をとっ

たところ、「怖くて車の中で過ごしている」といった話も聞きました。

もう地震発生から半月ほどがたちますが、被災地の一日も早い

復興を願うばかりです。

集

記後

編
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№７８ 「コンビニで、電子ギフトカードを買ってきて」は詐欺です！暮らしの情報コーナー

これは、収入があると見せかけ、実は金銭をだまし取る詐欺の手口です。以前は詐欺の集金方法として、預金口座への

振り込みやクレジットカード決済が利用されていましたが、利用者か特定されてしまうため、最近はだれが利用したかわか

らない電子ギフトカードを利用する詐欺の手口が急増しています。カードに記載されたＩＤ番号を相手に伝えてしまった

場合は、即、カード会社に連絡しましょう。直後であれば、利用停止が間に合うこともあります。友人になりすます詐欺の手

口もあるので、相手が友人であってもＩＤ番号を教えるのは絶対にやめましょう。

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活センター（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

消費者が直面する課題の解決に向けて、老若男女問わず社会に関わる全ての人々が活躍する多様性の中から新たな

アイデアが生まれ、より良い社会へ変革していくことが期待されます。一億総活躍社会の実現に向けて、多様な人々が各自

の強みを活かし挑戦していくことが重要です。
い

消費者月間イベント「消費生活相談員は見た!本当にあった怖～い話」（参加無料）
◆日時 ５月２８日（土）午前１１時～正午

◆会場 豊岡市民プラザアイティ７階（豊岡市大手町）

◆内容 実際にあった事例をもとに、消費生活相談員、

県・市町職員がメドレー形式の寸劇を披露

◆参加費 無料

※事前の申し込みが必要ですが、当日直接会場にお越

しいただいても参加可能です。

◆問い合わせ先 但馬消費生活センター☎０７９６－２３－１４９０

５月は消費者月間です！平成28年度統一テーマみんなの強みを活かせ～安全・安心な社会に一億総活躍～

事事事
例例例

スマートフォンで「『会員募集』メールで男性会員の悩みを聞くだけで高収入を得られる」とあり、３千円を支払

い会員登録した。すると、報酬を受け取るための手続きと説明され、コンビニで売っているプリペイドカードの裏

面にあるＩＤ番号を伝えるよう指示された。指示通りにしたが仕事がもらえない。 （３０歳代、女性）
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